
　2021年度大学決算は、2022年5月12日開催の大学予算委員会および大
学評議会、5月28日開催の法人理事会で承認されました。
　2021年度は、施設設備整備について、今出川校地においては、日本人学
生と外国人学生の混住・共修環境を整えた教育推進に係る新学生寮（継志
寮）の建設工事および早急に対応する必要がある各建物の耐震化対策の一
環としての寧静館および育真館の改築工事を実施しました。また、京田辺校地
においては、トイレ改修工事や陸上ホッケー場人工芝敷設工事を実施し、学生
生活のアメニティ向上を図りました。
　教学面では、ネット配信授業を円滑に実施するため、常設カメラ及び映像収
録機器を増設するとともに、貸出用の大型Webカメラやデジタル４Kビデオカ
メラを増設するなど、充実した教育環境の構築に資する情報機器の整備を重
点的に進めました。
　また、2018年度から進めている「ALL　DOSHISHA教育推進プログラ
ム」では、学部および研究科が提案する質の高い教育プログラムから得られた
様々な教育効果を改めて分析・共有し、本学の教育研究力の向上に役立て、
次代の人物を養成するプログラムの新たな構築を進めています。さらに、科学
技術が高度に発達した現代社会において、文系理系を問わず全学生に必要
な教養教育として、「同志社データサイエンス・AI教育プログラム
（DDASH）」の2022年度開設に向けたプログラム整備を実施しました。
　研究面では、産官学連携を基軸にしたオープンイノベーションによる教育、
研究及び研究成果の社会実装の推進を目的として「カーボンリサイクル教育
研究プラットフォーム」を設置しました。今後、参画企業等との情報交換や技術
検討のための会員制の「カーボンリサイクル技術フォーラム」を設置予定です。
また、文部科学省の「科学技術イノベーション創出に向けた大学フェローシッ
プ創設事業」及び科学技術振興機構の「次世代研究者挑戦的研究プログラ
ム」に採択され、博士後期課程学生への経済的支援とキャリアパス確保のた
めの取り組みを一体的に実施するための枠組みを構築しました。
　学生支援面では、2021年9月から運用開始した継志寮について、共同生活
を基軸とした人格形成の場という学生寮の特長を活かし、寮生は全員地域社
会との連携や貢献を重視した実践活動に関与し、学習成果の発表や振り返り
を通して自己の成長を確認する取り組みを実施しました。

　そのほか、「同志社大学ビジョン2025」を推進すべく、「同志社大学　2025 
ALL DOSHISHA 募金」を継続して実施しました。この募金は、ビジョンに掲げ
る6つの事業推進をはじめ、奨学事業、課外活動支援、施設設備整備等幅広い
事業を対象としており、本学に関わる全てのステークホルダーに本学の教育・
研究活動のさらなる充実・発展に向けての支援をお願いするもので、2025年
末まで継続的に実施する予定です。
　以上の通り、2021年度もこれまで同様、教育、研究、学生支援、施設設備整
備の各方面に亘り、必要となる財政的支援を重点的かつ効果的に行いました。
収入面では、寄付金、付随事業収入、受取利息配当金の増収により、予算よりも
増収となる一方、支出面においては、教育研究に係る各事業での経常的経費
の執行残などにより、予算と比較して減少となりました。
　以下、事業活動収支計算書に基づき主な収支の内容について説明します。

学生生徒等納付金は329億円で、事業活動収入に占める割合は約78%と大きな比
重を占めています。
手数料は17億円で入学検定料が主なものです。
寄付金は5億円で、同志社大学 2025 ALL DOSHISHA募金、研究助成への奨学
寄付金、寄付教育研究プロジェクトなど教育研究活動への寄付金を受入れました。
経常費等補助金は34億円で、国庫補助金が主なものです。この大部分を占めるの
が私立大学等経常費補助金で、一般補助20億円、特別補助2億円を受け入れた
他、授業料等減免費交付金として10億円を受入れています。その他の国庫補助金
では、研究者が共同で研究を行う体制を整備した大学へ助成される、共同利用・共
同研究拠点形成事業費補助金などを受入れました。
付随事業・収益事業収入は11億円で、企業からの共同研究費・受託研究費などの
受託事業収入、学生寮の寮費などの補助活動収入が主なものです。2021年度はこ
れに加え、ワクチン職域接種に係る収入を受け入れました。
雑収入は7億円で、私立大学退職金財団からの交付金収入や施設設備利用料収
入が主なものです。
繰出金は、法人内各学校からの資金調達額の返済額が主なものです。
分担金は2億円で、法人業務に係る法人内各学校の負担分です。
教育活動収入計は404億円で、ほぼ予算通りとなりました。 
人件費は207億円で、事業活動収入に対して約49%となりました。
教育研究経費は151億円で、経常的な教育研究活動に要した経費です。
管理経費は20億円で、大学の維持管理に要した経費です。
その他の支出を加えた教育活動支出計は378億円となり、予算に対して9億円の減
少となりました。
学校法人の本業である教育研究事業の収支である、教育活動収支は、26億の収
入超過です。

教育活動外収支は、主に財務活動の収支区分で、受取利息・配当金の計上等
により、3億円の収入超過です。
教育活動収支差額と教育活動外収支差額を合わせた経常収支は29億円の収
入超過です。

用 語 解 説

事業活動収支計算書
学校法人会計基準において学校法人に作成が求められている計算書類の一つで、
当該年度の事業活動における収入と支出の内容とその均衡状況を表すものです。
事業活動収入
事業活動収支計算書の教育活動収支・教育活動外収支・特別収支の収入
の部を合計したものです。当該年度の収入のうち、学校法人の負債とならな
い収入をいいます。したがって借入金、前受金、預り金などは含まれません。
事業活動支出
事業活動収支計算書の教育活動収支・教育活動外収支・特別収支の支出
の部と予備費を合計したものです。人件費、物件費、減価償却額、借入金利
息など当該年度に消費する支出です。
基本金     
基本金は、学校法人の活動計画に基づき必要となる資産を事業活動収入から
組入れて継続的に保持するもので、自己資金により取得した固定資産の価額に
対応する第１号基本金、将来取得する固定資産に充てるための第２号基本金、
運用果実により教育研究活動を進めるための基金である第３号基本金、恒常的
に保持すべき運転資金である第４号基本金から成ります。事業活動収支計算書
では、当年度に組入れる額が「基本金組入額合計」で表示されています。

特別収支は、特殊な要因によって一時的に発生した臨時的な事業活動収入及
び事業活動支出で、9億円の収入超過です。施設設備に係る寄付金及び補助
金、現物寄付、法人内資金調達に係る貸付額及び返済額、本年度除却の固定
資産に係る資産処分差額並びに過年度修正額が該当します。

基本金組入前当年度収支差額は38億円の収入超過となります。
基本金組入額は学校法人がその諸活動の計画に基づき必要な資産を継続的に
保持するために組み入れる額で、33億円を組み入れます。今後の資産取得に向
けての第2号基本金の組入れが主なものです。
基本金組入前当年度収支差額から基本金組入額を控除した当年度収支差額は
4億円の収入超過となります。
支出準備金取崩額は6億円で、使途が特定された準備金の取崩額などです。
支出準備金繰入額は21億円で、使途特定寄付金、研究費および大規模建設事
業などの予算繰越額を決算において繰り入れたものです。
基本金取崩額は27億円で、固定資産取得価額を上回る除却分です。
当年度収支差額に支出準備金取崩、繰入、基本金取崩額を加えた調整後当年
度収支差額は、17億円の収入超過となります。
なお、累積収支差額として302億円の支出超過額を翌年度に繰り越すこととなります。

■ 202１年度 事業活動収支計算書　2021年4月1日から2022年3月31日まで

2022年度大学予算は、3月3日開催の予算委員会および大学評議会、3月26日開催の法人評議会、理事会で承認、決定されました。
主な事業は以下のとおりで、詳細な予算額については2022年度事業活動収支予算書のとおりです。

大学予算について2022年度

教育研究の充実
教育研究支援システムの構築
教室等マルチメディア環境整備
グローバル・リソース・マネジメント（GRM）事業
赤ちゃん学研究センターの共同利用・共同研究拠点化
Comm 5.0-AI・データサイエンス副専攻プログラム
大学院教育プログラムによる社会連携推進

建設事業
寧静館・育真館改築等工事
京田辺キャンパストイレ改修工事
今出川新図書館改築等工事
待辰館耐震化工事
知真館換気設備設置工事
京田辺キャンパス　デイヴィス記念館天井等改修工事
洋弓場防矢対策等、ソフトボール場フェンスオーバー対策等

企画広報・管理運営
WebサイトリニューアルCMS構築
全学ネットワークシステムリプレース
大学案内のスマホアプリ作成

学生生活支援の充実
WEBテスト対策オンラインツールの使用
寒梅館1Fパウダールーム改修
シートクリーナーおよびサニタリーボックスの整備

■ 2022年度 事業活動収支予算書　2022年4月1日から2023年3月31日まで
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学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
経 常 費 等 補 助 金
付 随 事 業 収 入
雑 収 入
繰 出 金（ 教 育 活 動 ）
分 担 金
教 育 活 動 収 入 計

32,661,810
1,662,800
313,080
3,753,800
956,020
1,074,430

0
154,370

40,576,310

32,923,110
1,662,800
323,410
3,587,260
877,260
890,770

0
154,590

40,419,200

△ 261,300
0

△ 10,330
166,540
78,760
183,660

0
△ 220
157,110

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等
繰 入 金（ 教 育 活 動 ）
教 育 活 動 支 出 計
教 育 活 動 収 支 差 額

21,477,900
16,198,380
1,792,890
19,200

0
39,488,370
1,087,940

21,200,680
15,724,200
1,752,970
14,430

0
38,692,280
1,726,920

277,220
474,180
39,920
4,770

0
796,090

△ 638,980

受 取 利 息 ・ 配 当 金
その他の教育活動外収入
繰 出 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 収 入 計

159,710
440
5,600

165,750

107,580
440
6,880

114,900

52,130
0

△ 1,280
50,850

借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出
繰 入 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 支 出 計
教 育 活 動 外 収 支 差 額

0
0
0
0

165,750
1,253,690

0
0
0
0

114,900
1,841,820

0
0
0
0

50,850
△ 588,130経  常  収  支  差  額

予　算

予　算

予　算

予　算

前年度予算

前年度予算

前年度予算

前年度予算

増　減

増　減

増　減

増　減

科　目

科　目

科　目

科　目

41,084,100
39,350,530

42,092,488
38,342,325

△ 1,008,388
1,008,205

事 業 活 動 収 入 計
事 業 活 動 支 出 計

（参考）

特 

別 

収 

支

事
業
活
動
収
入
の
部
事
業
活
動
支
出
の
部

資 産 売 却 差 額
そ の 他 の 特 別 収 入
繰 出 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 収 入 計

0
200,000
350,000
550,000

741,771
308,529
350,000
1,400,300

△ 741,771
△ 108,529

0
△ 850,300

398,250
0
0

398,250
151,750
260,000
1,733,570

△ 1,959,690
△ 226,120
690,450

△ 463,330
0

1,000
△ 31,905,030
△ 31,904,030

496,278
14,102

0
510,380
889,920

3,750,163
△ 3,304,200

445,963
635,537

△ 2,092,071
2,731,902
1,721,331

△ 31,905,027
△ 30,183,696

△ 98,028
△ 14,102

0
△ 112,130
△ 738,170
260,000

△ 2,016,593
1,344,510
△ 672,083

54,913
1,628,741

△ 2,731,902
△ 1,720,331

△ 3
△ 1,720,334

資 産 処 分 差 額
そ の 他 の 特 別 支 出
繰 入 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 支 出 計
特 別 収 支 差 額

予 備 費
基本金組入前当年度収支差額
基 本 金 組 入 額 合 計
当 年 度 収 支 差 額
支 出 準 備 金 取 崩 額
支 出 準 備 金 繰 入 額
基 本 金 取 崩 額
調 整 後 当 年 度 収 支 差 額
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

予　算 決　算 差　異

予　算 決　算 差　異

科　目

科　目

（単位：千円）
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学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
経 常 費 等 補 助 金
付 随 事 業 収 入
雑 収 入
繰 出 金（ 教 育 活 動 ）
分 担 金
教 育 活 動 収 入 計

32,923,110
1,662,800
323,410
3,587,260
877,260
890,770

0
154,590

40,419,200

32,922,714
1,666,381
505,508
3,407,995
1,058,001
697,365
4,003

163,340
40,425,307

396
△ 3,581

△ 182,098
179,265

△ 180,741
193,405
△ 4,003
△ 8,750
△ 6,107

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等
繰 入 金（ 教 育 活 動 ）
教 育 活 動 支 出 計
教 育 活 動 収 支 差 額

21,200,680
15,724,200
1,752,970
14,430

0
38,692,280
1,726,920

20,727,253
15,081,843
1,972,283
31,465
18,738

37,831,582
2,593,725

473,427
642,357

△ 219,313
△ 17,035
△ 18,738
860,698

△ 866,805

受 取 利 息 ・ 配 当 金
その他の教育活動外収入
繰 出 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 収 入 計

107,580
440
6,880

114,900

260,725
0

6,156
266,881

△ 153,145
440
724

△ 151,981

借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出
繰 入 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 支 出 計
教 育 活 動 外 収 支 差 額

0
0
0
0

114,900
1,841,820

0
0

363
363

266,518
2,860,243

0
0

△ 363
△ 363

△ 151,618
△ 1,018,423経  常  収  支  差  額

予　算

予　算

予　算

予　算

決　算

決　算

決　算

決　算

差　異

差　異

差　異

差　異

科　目

科　目

科　目

科　目

41,332,060
39,748,370

41,084,100
39,350,530

247,960
397,840

事 業 活 動 収 入 計
事 業 活 動 支 出 計

（参考）
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収
入
の
部
事
業
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動
支
出
の
部

資 産 売 却 差 額
そ の 他 の 特 別 収 入
繰 出 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 収 入 計

0
240,000
350,000
590,000

0
200,000
350,000
550,000

0
40,000

0
40,000

0
0
0
0

590,000
260,000
1,583,690

△ 2,104,200
△ 520,510
760,500

△ 563,450
346,690
23,230

△ 30,143,860
△ 30,120,630

398,250
0
0

398,250
151,750
260,000
1,733,570

△ 1,959,690
△ 226,120
690,450

△ 463,330
0

1,000
△ 31,905,030
△ 31,904,030

△ 398,250
0
0

△ 398,250
438,250

0
△ 149,880
△ 144,510
△ 294,390

70,050
△ 100,120
346,690
22,230

1,761,170
1,783,400

資 産 処 分 差 額
そ の 他 の 特 別 支 出
繰 入 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 支 出 計
特 別 収 支 差 額

予 備 費
基本金組入前当年度収支差額
基 本 金 組 入 額 合 計
当 年 度 収 支 差 額
支 出 準 備 金 取 崩 額
支 出 準 備 金 繰 入 額
基 本 金 取 崩 額
調 整 後 当 年 度 収 支 差 額
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

予　算 前年度予算 増　減

予　算 前年度予算 増　減

科　目

科　目

（単位：千円）

教育活動収支Ⅰ. 教育活動外収支Ⅱ.

基本金組入額および収支差額Ⅳ.

特別収支Ⅲ.

大学決算について2021年度 財務部 経理課
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　2021年度大学決算は、2022年5月12日開催の大学予算委員会および大
学評議会、5月28日開催の法人理事会で承認されました。
　2021年度は、施設設備整備について、今出川校地においては、日本人学
生と外国人学生の混住・共修環境を整えた教育推進に係る新学生寮（継志
寮）の建設工事および早急に対応する必要がある各建物の耐震化対策の一
環としての寧静館および育真館の改築工事を実施しました。また、京田辺校地
においては、トイレ改修工事や陸上ホッケー場人工芝敷設工事を実施し、学生
生活のアメニティ向上を図りました。
　教学面では、ネット配信授業を円滑に実施するため、常設カメラ及び映像収
録機器を増設するとともに、貸出用の大型Webカメラやデジタル４Kビデオカ
メラを増設するなど、充実した教育環境の構築に資する情報機器の整備を重
点的に進めました。
　また、2018年度から進めている「ALL　DOSHISHA教育推進プログラ
ム」では、学部および研究科が提案する質の高い教育プログラムから得られた
様々な教育効果を改めて分析・共有し、本学の教育研究力の向上に役立て、
次代の人物を養成するプログラムの新たな構築を進めています。さらに、科学
技術が高度に発達した現代社会において、文系理系を問わず全学生に必要
な教養教育として、「同志社データサイエンス・AI教育プログラム
（DDASH）」の2022年度開設に向けたプログラム整備を実施しました。
　研究面では、産官学連携を基軸にしたオープンイノベーションによる教育、
研究及び研究成果の社会実装の推進を目的として「カーボンリサイクル教育
研究プラットフォーム」を設置しました。今後、参画企業等との情報交換や技術
検討のための会員制の「カーボンリサイクル技術フォーラム」を設置予定です。
また、文部科学省の「科学技術イノベーション創出に向けた大学フェローシッ
プ創設事業」及び科学技術振興機構の「次世代研究者挑戦的研究プログラ
ム」に採択され、博士後期課程学生への経済的支援とキャリアパス確保のた
めの取り組みを一体的に実施するための枠組みを構築しました。
　学生支援面では、2021年9月から運用開始した継志寮について、共同生活
を基軸とした人格形成の場という学生寮の特長を活かし、寮生は全員地域社
会との連携や貢献を重視した実践活動に関与し、学習成果の発表や振り返り
を通して自己の成長を確認する取り組みを実施しました。

　そのほか、「同志社大学ビジョン2025」を推進すべく、「同志社大学　2025 
ALL DOSHISHA 募金」を継続して実施しました。この募金は、ビジョンに掲げ
る6つの事業推進をはじめ、奨学事業、課外活動支援、施設設備整備等幅広い
事業を対象としており、本学に関わる全てのステークホルダーに本学の教育・
研究活動のさらなる充実・発展に向けての支援をお願いするもので、2025年
末まで継続的に実施する予定です。
　以上の通り、2021年度もこれまで同様、教育、研究、学生支援、施設設備整
備の各方面に亘り、必要となる財政的支援を重点的かつ効果的に行いました。
収入面では、寄付金、付随事業収入、受取利息配当金の増収により、予算よりも
増収となる一方、支出面においては、教育研究に係る各事業での経常的経費
の執行残などにより、予算と比較して減少となりました。
　以下、事業活動収支計算書に基づき主な収支の内容について説明します。

学生生徒等納付金は329億円で、事業活動収入に占める割合は約78%と大きな比
重を占めています。
手数料は17億円で入学検定料が主なものです。
寄付金は5億円で、同志社大学 2025 ALL DOSHISHA募金、研究助成への奨学
寄付金、寄付教育研究プロジェクトなど教育研究活動への寄付金を受入れました。
経常費等補助金は34億円で、国庫補助金が主なものです。この大部分を占めるの
が私立大学等経常費補助金で、一般補助20億円、特別補助2億円を受け入れた
他、授業料等減免費交付金として10億円を受入れています。その他の国庫補助金
では、研究者が共同で研究を行う体制を整備した大学へ助成される、共同利用・共
同研究拠点形成事業費補助金などを受入れました。
付随事業・収益事業収入は11億円で、企業からの共同研究費・受託研究費などの
受託事業収入、学生寮の寮費などの補助活動収入が主なものです。2021年度はこ
れに加え、ワクチン職域接種に係る収入を受け入れました。
雑収入は7億円で、私立大学退職金財団からの交付金収入や施設設備利用料収
入が主なものです。
繰出金は、法人内各学校からの資金調達額の返済額が主なものです。
分担金は2億円で、法人業務に係る法人内各学校の負担分です。
教育活動収入計は404億円で、ほぼ予算通りとなりました。 
人件費は207億円で、事業活動収入に対して約49%となりました。
教育研究経費は151億円で、経常的な教育研究活動に要した経費です。
管理経費は20億円で、大学の維持管理に要した経費です。
その他の支出を加えた教育活動支出計は378億円となり、予算に対して9億円の減
少となりました。
学校法人の本業である教育研究事業の収支である、教育活動収支は、26億の収
入超過です。

教育活動外収支は、主に財務活動の収支区分で、受取利息・配当金の計上等
により、3億円の収入超過です。
教育活動収支差額と教育活動外収支差額を合わせた経常収支は29億円の収
入超過です。

用 語 解 説

事業活動収支計算書
学校法人会計基準において学校法人に作成が求められている計算書類の一つで、
当該年度の事業活動における収入と支出の内容とその均衡状況を表すものです。
事業活動収入
事業活動収支計算書の教育活動収支・教育活動外収支・特別収支の収入
の部を合計したものです。当該年度の収入のうち、学校法人の負債とならな
い収入をいいます。したがって借入金、前受金、預り金などは含まれません。
事業活動支出
事業活動収支計算書の教育活動収支・教育活動外収支・特別収支の支出
の部と予備費を合計したものです。人件費、物件費、減価償却額、借入金利
息など当該年度に消費する支出です。
基本金     
基本金は、学校法人の活動計画に基づき必要となる資産を事業活動収入から
組入れて継続的に保持するもので、自己資金により取得した固定資産の価額に
対応する第１号基本金、将来取得する固定資産に充てるための第２号基本金、
運用果実により教育研究活動を進めるための基金である第３号基本金、恒常的
に保持すべき運転資金である第４号基本金から成ります。事業活動収支計算書
では、当年度に組入れる額が「基本金組入額合計」で表示されています。

特別収支は、特殊な要因によって一時的に発生した臨時的な事業活動収入及
び事業活動支出で、9億円の収入超過です。施設設備に係る寄付金及び補助
金、現物寄付、法人内資金調達に係る貸付額及び返済額、本年度除却の固定
資産に係る資産処分差額並びに過年度修正額が該当します。

基本金組入前当年度収支差額は38億円の収入超過となります。
基本金組入額は学校法人がその諸活動の計画に基づき必要な資産を継続的に
保持するために組み入れる額で、33億円を組み入れます。今後の資産取得に向
けての第2号基本金の組入れが主なものです。
基本金組入前当年度収支差額から基本金組入額を控除した当年度収支差額は
4億円の収入超過となります。
支出準備金取崩額は6億円で、使途が特定された準備金の取崩額などです。
支出準備金繰入額は21億円で、使途特定寄付金、研究費および大規模建設事
業などの予算繰越額を決算において繰り入れたものです。
基本金取崩額は27億円で、固定資産取得価額を上回る除却分です。
当年度収支差額に支出準備金取崩、繰入、基本金取崩額を加えた調整後当年
度収支差額は、17億円の収入超過となります。
なお、累積収支差額として302億円の支出超過額を翌年度に繰り越すこととなります。

■ 202１年度 事業活動収支計算書　2021年4月1日から2022年3月31日まで

2022年度大学予算は、3月3日開催の予算委員会および大学評議会、3月26日開催の法人評議会、理事会で承認、決定されました。
主な事業は以下のとおりで、詳細な予算額については2022年度事業活動収支予算書のとおりです。

大学予算について2022年度

教育研究の充実
教育研究支援システムの構築
教室等マルチメディア環境整備
グローバル・リソース・マネジメント（GRM）事業
赤ちゃん学研究センターの共同利用・共同研究拠点化
Comm 5.0-AI・データサイエンス副専攻プログラム
大学院教育プログラムによる社会連携推進

建設事業
寧静館・育真館改築等工事
京田辺キャンパストイレ改修工事
今出川新図書館改築等工事
待辰館耐震化工事
知真館換気設備設置工事
京田辺キャンパス　デイヴィス記念館天井等改修工事
洋弓場防矢対策等、ソフトボール場フェンスオーバー対策等

企画広報・管理運営
WebサイトリニューアルCMS構築
全学ネットワークシステムリプレース
大学案内のスマホアプリ作成

学生生活支援の充実
WEBテスト対策オンラインツールの使用
寒梅館1Fパウダールーム改修
シートクリーナーおよびサニタリーボックスの整備

■ 2022年度 事業活動収支予算書　2022年4月1日から2023年3月31日まで
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支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動
収
入
の
部
事
業
活
動
支
出
の
部
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育 

活 

動 

外 

収 

支

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
経 常 費 等 補 助 金
付 随 事 業 収 入
雑 収 入
繰 出 金（ 教 育 活 動 ）
分 担 金
教 育 活 動 収 入 計

32,661,810
1,662,800
313,080
3,753,800
956,020
1,074,430

0
154,370

40,576,310

32,923,110
1,662,800
323,410
3,587,260
877,260
890,770

0
154,590

40,419,200

△ 261,300
0

△ 10,330
166,540
78,760
183,660

0
△ 220
157,110

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等
繰 入 金（ 教 育 活 動 ）
教 育 活 動 支 出 計
教 育 活 動 収 支 差 額

21,477,900
16,198,380
1,792,890
19,200

0
39,488,370
1,087,940

21,200,680
15,724,200
1,752,970
14,430

0
38,692,280
1,726,920

277,220
474,180
39,920
4,770

0
796,090

△ 638,980

受 取 利 息 ・ 配 当 金
その他の教育活動外収入
繰 出 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 収 入 計

159,710
440
5,600

165,750

107,580
440
6,880

114,900

52,130
0

△ 1,280
50,850

借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出
繰 入 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 支 出 計
教 育 活 動 外 収 支 差 額

0
0
0
0

165,750
1,253,690

0
0
0
0

114,900
1,841,820

0
0
0
0

50,850
△ 588,130経  常  収  支  差  額

予　算

予　算

予　算

予　算

前年度予算

前年度予算

前年度予算

前年度予算

増　減

増　減

増　減

増　減

科　目

科　目

科　目

科　目

41,084,100
39,350,530

42,092,488
38,342,325

△ 1,008,388
1,008,205

事 業 活 動 収 入 計
事 業 活 動 支 出 計

（参考）

特 

別 

収 

支

事
業
活
動
収
入
の
部
事
業
活
動
支
出
の
部

資 産 売 却 差 額
そ の 他 の 特 別 収 入
繰 出 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 収 入 計

0
200,000
350,000
550,000

741,771
308,529
350,000
1,400,300

△ 741,771
△ 108,529

0
△ 850,300

398,250
0
0

398,250
151,750
260,000
1,733,570

△ 1,959,690
△ 226,120
690,450

△ 463,330
0

1,000
△ 31,905,030
△ 31,904,030

496,278
14,102

0
510,380
889,920

3,750,163
△ 3,304,200

445,963
635,537

△ 2,092,071
2,731,902
1,721,331

△ 31,905,027
△ 30,183,696

△ 98,028
△ 14,102

0
△ 112,130
△ 738,170
260,000

△ 2,016,593
1,344,510
△ 672,083

54,913
1,628,741

△ 2,731,902
△ 1,720,331

△ 3
△ 1,720,334

資 産 処 分 差 額
そ の 他 の 特 別 支 出
繰 入 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 支 出 計
特 別 収 支 差 額

予 備 費
基本金組入前当年度収支差額
基 本 金 組 入 額 合 計
当 年 度 収 支 差 額
支 出 準 備 金 取 崩 額
支 出 準 備 金 繰 入 額
基 本 金 取 崩 額
調 整 後 当 年 度 収 支 差 額
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

予　算 決　算 差　異

予　算 決　算 差　異

科　目

科　目

（単位：千円）
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育 

活 
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収 

支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動
収
入
の
部
事
業
活
動
支
出
の
部

教 

育 

活 

動 

外 

収 

支

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
経 常 費 等 補 助 金
付 随 事 業 収 入
雑 収 入
繰 出 金（ 教 育 活 動 ）
分 担 金
教 育 活 動 収 入 計

32,923,110
1,662,800
323,410
3,587,260
877,260
890,770

0
154,590

40,419,200

32,922,714
1,666,381
505,508
3,407,995
1,058,001
697,365
4,003

163,340
40,425,307

396
△ 3,581

△ 182,098
179,265

△ 180,741
193,405
△ 4,003
△ 8,750
△ 6,107

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等
繰 入 金（ 教 育 活 動 ）
教 育 活 動 支 出 計
教 育 活 動 収 支 差 額

21,200,680
15,724,200
1,752,970
14,430

0
38,692,280
1,726,920

20,727,253
15,081,843
1,972,283
31,465
18,738

37,831,582
2,593,725

473,427
642,357

△ 219,313
△ 17,035
△ 18,738
860,698

△ 866,805

受 取 利 息 ・ 配 当 金
その他の教育活動外収入
繰 出 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 収 入 計

107,580
440
6,880

114,900

260,725
0

6,156
266,881

△ 153,145
440
724

△ 151,981

借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出
繰 入 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 支 出 計
教 育 活 動 外 収 支 差 額

0
0
0
0

114,900
1,841,820

0
0

363
363

266,518
2,860,243

0
0

△ 363
△ 363

△ 151,618
△ 1,018,423経  常  収  支  差  額

予　算

予　算

予　算

予　算

決　算

決　算

決　算

決　算

差　異

差　異

差　異

差　異

科　目

科　目

科　目

科　目

41,332,060
39,748,370

41,084,100
39,350,530

247,960
397,840

事 業 活 動 収 入 計
事 業 活 動 支 出 計

（参考）

特 

別 

収 

支

事
業
活
動
収
入
の
部
事
業
活
動
支
出
の
部

資 産 売 却 差 額
そ の 他 の 特 別 収 入
繰 出 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 収 入 計

0
240,000
350,000
590,000

0
200,000
350,000
550,000

0
40,000

0
40,000

0
0
0
0

590,000
260,000
1,583,690

△ 2,104,200
△ 520,510
760,500

△ 563,450
346,690
23,230

△ 30,143,860
△ 30,120,630

398,250
0
0

398,250
151,750
260,000
1,733,570

△ 1,959,690
△ 226,120
690,450

△ 463,330
0

1,000
△ 31,905,030
△ 31,904,030

△ 398,250
0
0

△ 398,250
438,250

0
△ 149,880
△ 144,510
△ 294,390

70,050
△ 100,120
346,690
22,230

1,761,170
1,783,400

資 産 処 分 差 額
そ の 他 の 特 別 支 出
繰 入 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 支 出 計
特 別 収 支 差 額

予 備 費
基本金組入前当年度収支差額
基 本 金 組 入 額 合 計
当 年 度 収 支 差 額
支 出 準 備 金 取 崩 額
支 出 準 備 金 繰 入 額
基 本 金 取 崩 額
調 整 後 当 年 度 収 支 差 額
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

予　算 前年度予算 増　減

予　算 前年度予算 増　減

科　目

科　目

（単位：千円）

教育活動収支Ⅰ. 教育活動外収支Ⅱ.

基本金組入額および収支差額Ⅳ.

特別収支Ⅲ.

大学決算について2021年度 財務部 経理課

2022
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Seminars
learning objects of ［ ゼミで学ぶ 魅力を語る ］

幅広い領域の専攻から数多くのゼミがある本学。 

それぞれ、どんなことを学んでいるのか。 

ゼミ教員が、個性豊かなゼミの魅力を語ります。 

分
子
を

「
つ
く
る
」「
は
か
る
」

「
よ
そ
く
す
る
」

　私
の
ゼ
ミ
で
は
、太
田
哲
男
教
授
と
中
村
祐
士

助
教
と
協
力
し
て
、有
機
分
子
を
自
在
に「
つ
く

る
」、生
体
に
か
か
わ
る
有
機
分
子
を「
は
か
る
」、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆
使
し
て
有
機
分
子
の
性
質

を「
よ
そ
く
す
る
」た
め
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
研
究
を
通
し
て
、医
薬
品
等
の
開

発
、医
療
や
生
命
科
学
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と

が
私
た
ち
の
ゼ
ミ
の
目
的
で
す
。

　ゼ
ミ
で
は
最
初
に
、「
今
日
か
ら
教
員
と
学
生

の
関
係
で
は
な
く
、共
同
研
究
者
の
関
係
に
な
り

ま
し
ょ
う
」と
伝
え
ま
す
。こ
れ
は「
卒
業
研
究
」

と
い
う
も
の
を
、単
位
を
取
得
す
る
た
め
だ
け

に
、私
た
ち
の
顔
色
を
伺
い
な
が
ら
取
り
組
む
つ

ま
ら
な
い
も
の
に
す
る
の
で
は
な
く
、私
た
ち
教

員
と
協
力
し
な
が
ら
有
意
義
で
楽
し
い
も
の
に
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
図
を
明
確
に
示
す
た
め

で
す
。ま
た
、得
ら
れ
た
研
究
成
果
を
学
会
や
論

文
と
し
て
発
表
し
、世
界
に
名
前
を
残
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
こ
と
も
伝
え
ま
す
。研
究
テ
ー
マ

が
決
ま
る
と
、わ
か
ら
な
い
な
り
に
も一人
の
研
究

者
と
し
て
実
験
に
取
り
組
み
、共
同
研
究
者
と
と

も
に一
喜
一
憂
し
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
き
ま

す
。そ
の
実
践
的
な
環
境
の
中
で
、自
分
に
足
り

な
い
知
識
や
技
術
を
補
い
、実
験
の
デ
ザ
イ
ン
の

仕
方
な
ど
を
習
得
し
て
い
き
ま
す
。個
人
差
は
あ

り
ま
す
が
、研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
技
術
や
知
識

は
向
上
し
、研
究
への
姿
勢
も
前
向
き
に
な
って
い

く
よ
う
に
感
じ
ま
す
。春
に
は
素
人
同
然
だ
っ
た

の
に
夏
ご
ろ
に
は
学
会
で
発
表
し
て
い
た
り
、デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョン
の
中
で「
次
は…

し
て
み
ま
す
」と
い

う
明
確
な
ア
イ
デ
ア
を
示
し
て
く
れ
る
と
と
て
も

心
強
く
な
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
成
長
を
見
せ
る

ゼ
ミ
生
の
確
か
な
足
跡
を
残
す
べ
く
、今
日
も
彼

ら
と一緒
に
な
って
見
え
な
い
分
子
を
眺
め
、新
し

い
サ
イ
エ
ン
ス
を
探
し
て
い
ま
す
。

生命医科学部
教授

Yohei Oe

大江 洋平 ゼミ
おおえ　　 ようへい

健
全
な

フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
の
探
求

　当
ゼ
ミ
で
は
、フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
を
中
心

に
、健
全
な
組
織
行
動
に
つ
い
て
探
求
し
て
い

ま
す
。フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、た
だ
指
示
命

令
に
従
う
だ
け
で
は
な
く
、自
ら
自
律
的
に
考

え
行
動
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。従
っ
て
、

当
ゼ
ミ
で
は
理
論
や
方
法
だ
け
で
な
く
、特
に

実
践
を
重
ん
じ
て
い
ま
す
。企
業
な
ど
の
労
働

組
織
と
と
も
に
、組
織
の
課
題
を
フ
ォ
ロ
ワ
ー

シ
ッ
プ
の
視
点
で
読
み
解
い
て
い
く
の
が
当
ゼ

ミ
の
目
的
で
す
。労
働
現
場
の
実
態
か
ら
導
き

出
さ
れ
た
課
題
を
仮
説
と
し
て
措
定
し
、そ
れ

を
質
問
紙
法
に
よ
っ
て
検
証
し
て
い
く
と
い
う

取
り
組
み
を
行
って
い
ま
す
。

　ま
ず
学
生
た
ち
は
、統
計
解
析
を
用
い
た
分

析
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。そ
の
後
、企
業
の

方
の
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、仮
説
を
立
て
て
い

き
ま
す
。必
要
な
知
識
は
走
り
な
が
ら
得
て
い

く
と
い
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
か
。質
問
紙
を
完

成
さ
せ
た
後
は
、現
場
で
働
い
て
い
る
従
業
員

の
方
々
を
対
象
に
実
査
で
す
。得
ら
れ
た
デ
ー

タ
は
遺
漏
の
な
い
よ
う
に
大
切
に
扱
い
、分
析

し
て
い
き
ま
す
。ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
結
果

に
な
っ
た
の
か
。先
行
研
究
や
現
場
実
態
と
に

ら
め
っ
こ
を
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
、

　私
た
ち
の
ゼ
ミ
で
は
、働
く
事
を
学
ぶ
産
業

関
係
学
と
組
織
内
の
人
間
行
動
を
探
求
す
る

組
織
行
動
学
を
掛
け
合
わ
せ
、企
業
や
部
活
動

を
始
め
と
す
る「
組
織
に
属
す
る
人
の
心
理

面
」に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。具
体
的

に
は
、フ
ォロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
論
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

論
、ま
た
近
年
の
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
な
ど
、学
生
に
身
近
な
組
織
か
ら
社
会

人
生
活
で
活
か
せ
る
領
域
ま
で
幅
広
く
扱
っ
て

い
ま
す
。さ
ら
に
特
徴
的
な
の
は
、実
証
研
究
を

重
視
し
て
い
る
点
で
す
。文
系
に
は
珍
し
い
企

業
と
の
共
同
研
究
を
通
じ
て
、得
た
知
識
を
自

分
な
り
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。普
段
意
識
す
る
こ
と
は
少
な
い
と
思
い
ま

す
が
、誰
し
も
何
か
し
ら
の
組
織
に
属
し
て
い

ま
す
。私
た
ち
は
、そ
う
い
っ
た
組
織
と
そ
こ
に

属
す
る
人
に
目
を
向
け
理
解
す
る
こ
と
で
、組

織
に
対
し
て
内
部
か
ら
貢
献
で
き
る
人
材
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

社会学部
教授

Kazuki Matsuyama

ゼ
ミ
生
の
声（
白
築 

茉
耶
さ
ん
）

ゼ
ミ
生
の
声（
八
木 

遼
介
さ
ん
）

松山 一紀 ゼミ
まつやま　　かずき

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た

効
率
的
な
運
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

方
法
の
確
立
に
向
け
て

　私
の
ゼ
ミ
で
は
、実
験
的
根
拠（
エ
ビ
デ
ン
ス
）

に
基
づ
い
た
ヒ
ト
へ
と
還
元
・
応
用
で
き
る
効
果

的
、効
率
的
な
持
久
的
運
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法

の
確
立
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。私
が
特
に
着
目
し

て
い
る
視
点
は
、筋
肉
や
肝
臓
、腎
臓
な
ど
の
競

技
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
へ
の
関
与
が
大
き
い
臓
器
に

お
い
て
、考
案
し
た
運
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て

生
体
機
能
を
担
う
タ
ン
パ
ク
質
が
ど
の
よ
う
に

は
た
ら
き
、タ
ン
パ
ク
質
を
設
計
す
る
遺
伝
子
が

ど
の
よ
う
に
発
現
し
、そ
の
結
果
と
し
て
身
体
機

能
や
実
際
の
競
技
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
ど
の
よ
う

な
変
化
を
も
た
ら
す
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。細
胞
や
組
織
レ
ベ
ル
で
の
反
応
を
検
証
す
る

こ
と
で
、考
案
し
た
運
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
ど
う

い
っ
た
効
果
を
も
た
ら
し
そ
う
な
の
か
を
推
測
で

き
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
を
獲
得
で
き
た
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
も
迫
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　普
段
の
ゼ
ミ
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
生
化
学
・
分
子
生

物
学
と
い
う
学
問
領
域
の
中
で
ゼ
ミ
生
自
身
の
興

味
あ
る
テ
ー
マ
を
見
つ
け
て
も
ら
い
、そ
の
テ
ー
マ
に

関
わ
る
発
表
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。専
門
領
域
の
知
識
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、

情
報
収
集
、文
章
執
筆
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
と
い
っ
た
能
力
を
磨
き
、ゼ
ミ
活
動
の
集
大
成
で

あ
る
卒
業
論
文
の
完
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。こ

の
よ
う
な
ゼ
ミ
活
動
や
卒
業
論
文
を
作
成
し
て
い

く
過
程
で
身
に
つ
く
力
と
い
う
の
は
、卒
業
後
に
も

役
に
立
つ
こ
と
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
し
、そ
の

効
果
は
真
剣
に
取
り
組
め
ば
取
り
組
む
ほ
ど
大
き

く
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。私
は
そ
う
い
っ
た
取
り

組
み
が
し
や
す
い
雰
囲
気
作
り
を
心
懸
け
、ゼ
ミ

活
動
を
通
じ
て
、少
し
で
も
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
活
躍

す
る
た
め
の
礎
を
身
に
つ
け
て
も
ら
え
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。

スポーツ健康科学部
准教授

Hisashi Takakura

髙倉 久志 ゼミ
たかくら　　  ひさし

学
生
た
ち
は
急
激
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。最

後
は
、こ
れ
ら
を
資
料
と
し
て
ま
と
め
、協
力

企
業
に
対
し
て
報
告
を
し
ま
す
。限
ら
れ
た
時

間
の
な
か
で
、一
定
の
結
果
を
出
す
と
い
う
こ
の

一
連
の
流
れ
は
、今
後
の
社
会
生
活
に
お
い
て

も
大
い
に
役
立
つ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

歴
史
を
体
感
す
る
学
び

　私
の
ゼ
ミ
で
は
、キ
リ
ス
ト
教
を
は
じ
め
と

す
る
宗
教
の
歴
史
を
取
り
上
げ
、そ
の
事
象

や
思
想
に
つ
い
て
研
究
し
ま
す
。テ
ー
マ
の
選

定
に
お
い
て
は
学
生
の
関
心
を
何
よ
り
も
重

視
し
、そ
れ
を
研
究
と
し
て
深
め
て
い
く
方

法
を
と
も
に
探
り
つ
つ
、最
終
的
に
は
独
自
の

研
究
を
展
開
し
、完
成
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。自
分
の
立
て
た
問
い
を
解

明
す
る
こ
と
は
学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
面
白

い
よ
う
で
、こ
ち
ら
が
想
像
し
な
か
っ
た
よ
う

な
新
鮮
で
柔
軟
な
発
想
を
も
っ
て
、ユ
ニ
ー
ク

で
優
れ
た
成
果
を
上
げ
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　ゼ
ミ
で
は
、資
料
に
あ
た
っ
て
分
析
や
考
察

を
行
う
だ
け
で
な
く
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

通
じ
て
言
葉
の
背
景
に
あ
る
宗
教
の
営
み
や

歴
史
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
に
し
て

い
ま
す
。こ
の
春
休
み
に
は
、京
都
の
大
原
に

赴
き
、仏
教
や
神
道
の
歴
史
と
現
在
を
学
び

ま
し
た
。そ
の
地
に
着
く
と
、ま
ず
担
当
者
が

そ
の
お
寺
や
神
社
の
歴
史
を
解
説
し
ま
す
。

そ
の
後
、自
由
に
見
学
を
し
て
歴
史
を
体
感

し
、今
日
ま
で
続
く
宗
教
の
営
み
や
そ
の
本

質
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
ま
し
た
。京
都
は
、

キ
リ
シ
タ
ン
以
来
の
キ
リ
ス
ト
教
の
史
跡
も

　「
自
由
に
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、自
分
が
本
当
に
知
り
た
い
こ
と
を

深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
、学
ぶ
楽
し

さ
を
感
じ
た
」「
毎
週
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
問
題
意
識
や
研
究
を
共
有
し
、そ
の

中
で
自
分
の
研
究
を
俯
瞰
的
に
見
つ
め
直
す

こ
と
が
、研
究
の
成
果
に
つ
な
が
っ
た
」

神学部 教授

Mika Murakami

村上 みか ゼミ
むらかみ

多
く
、宗
教
の
歴
史
の
宝
庫
で
す
。

　私
自
身
の
専
門
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
改

革
史
で
、学
生
と
と
も
に
そ
の
地
を
訪
れ
る

の
は
難
し
い
の
で
す
が
、秋
学
期
に
テ
ュ
ー
ビ

ン
ゲ
ン
大
学（
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン・ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

E
U
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
）で「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
宗
教 

－

ド
イ
ツ・
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史

と
思
想
」を
担
当
し
、そ
こ
で
中
世
の
教
会
建

築
や
長
い
伝
統
を
も
つ
ド
イ
ツ
の
教
会
音

楽
、ま
た
ナ
チ
ス
の
爪
痕
な
ど
に
直
に
触
れ

て
、「
歴
史
を
体
感
す
る
」学
び
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　自
ら
の
疑
問
を
、知
的
思
考
と
感
性
を

も
っ
て
解
明
し
て
ゆ
く
学
び
は
、人
生
を
強
く

生
き
抜
く
力
を
与
え
て
く
れ
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

ゼ
ミ
生
の
声

（
無
記
名
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の一部
）

ゼ
ミ
生
の
声

（
無
記
名
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の一部
）

　研
究
の
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ：「
自
ら
の
手
で
、

既
存
の
物
質
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
未
知
の

物
質
を
創
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
」

「
新
規
有
機
化
学
物
の
合
成
を
自
分
の
手
で
行

え
る
と
こ
ろ
。簡
単
に
は
合
成
で
き
な
い
か
ら
こ

そ
面
白
い
。ま
た
自
分
の
合
成
し
た
も
の
を
使
っ

て
、い
ろ
ん
な
研
究
展
開
が
で
き
る
と
こ
ろ
も
魅

力
の一つ
だ
と
思
い
ま
す
」 

ゼ
ミ
の
特
色：「
先
生
と
の
距
離
が
近
く
、い
つ
で
も

専
門
家
の
意
見
が
聴
け
る
こ
と
」 

成
長
実
感：「
研
究
が
上
手
く
い
か
な
く
て
も
諦
め

ず
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
」 

　小
中
高
と
自
分
自
身
が
サ
ッ
カ
ー
に
打
ち
込
む

中
で
常
に
考
え
て
い
た「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」と「
運
動

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」の
関
係
を
、生
化
学
と
い
う
学
問

と
し
て
探
究
し
た
く
髙
倉
ゼ
ミ
に
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。例
え
ば
、よ
く
知
ら
れ
て
い
る「
高
地
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」に
も
プ
ラ
ス
面
だ
け
で
は
な
く
、マ
イ
ナ
ス

面
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。ま
た
、ゼ
ミ
の
雰

囲
気
は
と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
、先
生
も一緒
に
な

り
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
た
り

し
ま
す
。髙
倉
ゼ
ミ
で
の
学
び
で
、「
ス
ポ
ー
ツ
」の

も
う一つ
の
面
白
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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Seminars
learning objects of ［ ゼミで学ぶ 魅力を語る ］

幅広い領域の専攻から数多くのゼミがある本学。 

それぞれ、どんなことを学んでいるのか。 

ゼミ教員が、個性豊かなゼミの魅力を語ります。 

分
子
を

「
つ
く
る
」「
は
か
る
」

「
よ
そ
く
す
る
」

　私
の
ゼ
ミ
で
は
、太
田
哲
男
教
授
と
中
村
祐
士

助
教
と
協
力
し
て
、有
機
分
子
を
自
在
に「
つ
く

る
」、生
体
に
か
か
わ
る
有
機
分
子
を「
は
か
る
」、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆
使
し
て
有
機
分
子
の
性
質

を「
よ
そ
く
す
る
」た
め
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
研
究
を
通
し
て
、医
薬
品
等
の
開

発
、医
療
や
生
命
科
学
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と

が
私
た
ち
の
ゼ
ミ
の
目
的
で
す
。

　ゼ
ミ
で
は
最
初
に
、「
今
日
か
ら
教
員
と
学
生

の
関
係
で
は
な
く
、共
同
研
究
者
の
関
係
に
な
り

ま
し
ょ
う
」と
伝
え
ま
す
。こ
れ
は「
卒
業
研
究
」

と
い
う
も
の
を
、単
位
を
取
得
す
る
た
め
だ
け

に
、私
た
ち
の
顔
色
を
伺
い
な
が
ら
取
り
組
む
つ

ま
ら
な
い
も
の
に
す
る
の
で
は
な
く
、私
た
ち
教

員
と
協
力
し
な
が
ら
有
意
義
で
楽
し
い
も
の
に
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
図
を
明
確
に
示
す
た
め

で
す
。ま
た
、得
ら
れ
た
研
究
成
果
を
学
会
や
論

文
と
し
て
発
表
し
、世
界
に
名
前
を
残
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
こ
と
も
伝
え
ま
す
。研
究
テ
ー
マ

が
決
ま
る
と
、わ
か
ら
な
い
な
り
に
も一人
の
研
究

者
と
し
て
実
験
に
取
り
組
み
、共
同
研
究
者
と
と

も
に一
喜
一
憂
し
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
き
ま

す
。そ
の
実
践
的
な
環
境
の
中
で
、自
分
に
足
り

な
い
知
識
や
技
術
を
補
い
、実
験
の
デ
ザ
イ
ン
の

仕
方
な
ど
を
習
得
し
て
い
き
ま
す
。個
人
差
は
あ

り
ま
す
が
、研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
技
術
や
知
識

は
向
上
し
、研
究
への
姿
勢
も
前
向
き
に
な
って
い

く
よ
う
に
感
じ
ま
す
。春
に
は
素
人
同
然
だ
っ
た

の
に
夏
ご
ろ
に
は
学
会
で
発
表
し
て
い
た
り
、デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョン
の
中
で「
次
は…

し
て
み
ま
す
」と
い

う
明
確
な
ア
イ
デ
ア
を
示
し
て
く
れ
る
と
と
て
も

心
強
く
な
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
成
長
を
見
せ
る

ゼ
ミ
生
の
確
か
な
足
跡
を
残
す
べ
く
、今
日
も
彼

ら
と一緒
に
な
って
見
え
な
い
分
子
を
眺
め
、新
し

い
サ
イ
エ
ン
ス
を
探
し
て
い
ま
す
。

生命医科学部
教授

Yohei Oe

大江 洋平 ゼミ
おおえ　　 ようへい

健
全
な

フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
の
探
求

　当
ゼ
ミ
で
は
、フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
を
中
心

に
、健
全
な
組
織
行
動
に
つ
い
て
探
求
し
て
い

ま
す
。フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、た
だ
指
示
命

令
に
従
う
だ
け
で
は
な
く
、自
ら
自
律
的
に
考

え
行
動
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。従
っ
て
、

当
ゼ
ミ
で
は
理
論
や
方
法
だ
け
で
な
く
、特
に

実
践
を
重
ん
じ
て
い
ま
す
。企
業
な
ど
の
労
働

組
織
と
と
も
に
、組
織
の
課
題
を
フ
ォ
ロ
ワ
ー

シ
ッ
プ
の
視
点
で
読
み
解
い
て
い
く
の
が
当
ゼ

ミ
の
目
的
で
す
。労
働
現
場
の
実
態
か
ら
導
き

出
さ
れ
た
課
題
を
仮
説
と
し
て
措
定
し
、そ
れ

を
質
問
紙
法
に
よ
っ
て
検
証
し
て
い
く
と
い
う

取
り
組
み
を
行
って
い
ま
す
。

　ま
ず
学
生
た
ち
は
、統
計
解
析
を
用
い
た
分

析
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。そ
の
後
、企
業
の

方
の
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、仮
説
を
立
て
て
い

き
ま
す
。必
要
な
知
識
は
走
り
な
が
ら
得
て
い

く
と
い
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
か
。質
問
紙
を
完

成
さ
せ
た
後
は
、現
場
で
働
い
て
い
る
従
業
員

の
方
々
を
対
象
に
実
査
で
す
。得
ら
れ
た
デ
ー

タ
は
遺
漏
の
な
い
よ
う
に
大
切
に
扱
い
、分
析

し
て
い
き
ま
す
。ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
結
果

に
な
っ
た
の
か
。先
行
研
究
や
現
場
実
態
と
に

ら
め
っ
こ
を
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
、

　私
た
ち
の
ゼ
ミ
で
は
、働
く
事
を
学
ぶ
産
業

関
係
学
と
組
織
内
の
人
間
行
動
を
探
求
す
る

組
織
行
動
学
を
掛
け
合
わ
せ
、企
業
や
部
活
動

を
始
め
と
す
る「
組
織
に
属
す
る
人
の
心
理

面
」に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。具
体
的

に
は
、フ
ォロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
論
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

論
、ま
た
近
年
の
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
な
ど
、学
生
に
身
近
な
組
織
か
ら
社
会

人
生
活
で
活
か
せ
る
領
域
ま
で
幅
広
く
扱
っ
て

い
ま
す
。さ
ら
に
特
徴
的
な
の
は
、実
証
研
究
を

重
視
し
て
い
る
点
で
す
。文
系
に
は
珍
し
い
企

業
と
の
共
同
研
究
を
通
じ
て
、得
た
知
識
を
自

分
な
り
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。普
段
意
識
す
る
こ
と
は
少
な
い
と
思
い
ま

す
が
、誰
し
も
何
か
し
ら
の
組
織
に
属
し
て
い

ま
す
。私
た
ち
は
、そ
う
い
っ
た
組
織
と
そ
こ
に

属
す
る
人
に
目
を
向
け
理
解
す
る
こ
と
で
、組

織
に
対
し
て
内
部
か
ら
貢
献
で
き
る
人
材
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

社会学部
教授

Kazuki Matsuyama

ゼ
ミ
生
の
声（
白
築 

茉
耶
さ
ん
）

ゼ
ミ
生
の
声（
八
木 

遼
介
さ
ん
）

松山 一紀 ゼミ
まつやま　　かずき

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た

効
率
的
な
運
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

方
法
の
確
立
に
向
け
て

　私
の
ゼ
ミ
で
は
、実
験
的
根
拠（
エ
ビ
デ
ン
ス
）

に
基
づ
い
た
ヒ
ト
へ
と
還
元
・
応
用
で
き
る
効
果

的
、効
率
的
な
持
久
的
運
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法

の
確
立
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。私
が
特
に
着
目
し

て
い
る
視
点
は
、筋
肉
や
肝
臓
、腎
臓
な
ど
の
競

技
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
へ
の
関
与
が
大
き
い
臓
器
に

お
い
て
、考
案
し
た
運
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て

生
体
機
能
を
担
う
タ
ン
パ
ク
質
が
ど
の
よ
う
に

は
た
ら
き
、タ
ン
パ
ク
質
を
設
計
す
る
遺
伝
子
が

ど
の
よ
う
に
発
現
し
、そ
の
結
果
と
し
て
身
体
機

能
や
実
際
の
競
技
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
ど
の
よ
う

な
変
化
を
も
た
ら
す
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。細
胞
や
組
織
レ
ベ
ル
で
の
反
応
を
検
証
す
る

こ
と
で
、考
案
し
た
運
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
ど
う

い
っ
た
効
果
を
も
た
ら
し
そ
う
な
の
か
を
推
測
で

き
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
を
獲
得
で
き
た
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
も
迫
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　普
段
の
ゼ
ミ
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
生
化
学
・
分
子
生

物
学
と
い
う
学
問
領
域
の
中
で
ゼ
ミ
生
自
身
の
興

味
あ
る
テ
ー
マ
を
見
つ
け
て
も
ら
い
、そ
の
テ
ー
マ
に

関
わ
る
発
表
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。専
門
領
域
の
知
識
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、

情
報
収
集
、文
章
執
筆
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
と
い
っ
た
能
力
を
磨
き
、ゼ
ミ
活
動
の
集
大
成
で

あ
る
卒
業
論
文
の
完
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。こ

の
よ
う
な
ゼ
ミ
活
動
や
卒
業
論
文
を
作
成
し
て
い

く
過
程
で
身
に
つ
く
力
と
い
う
の
は
、卒
業
後
に
も

役
に
立
つ
こ
と
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
し
、そ
の

効
果
は
真
剣
に
取
り
組
め
ば
取
り
組
む
ほ
ど
大
き

く
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。私
は
そ
う
い
っ
た
取
り

組
み
が
し
や
す
い
雰
囲
気
作
り
を
心
懸
け
、ゼ
ミ

活
動
を
通
じ
て
、少
し
で
も
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
活
躍

す
る
た
め
の
礎
を
身
に
つ
け
て
も
ら
え
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。

スポーツ健康科学部
准教授

Hisashi Takakura

髙倉 久志 ゼミ
たかくら　　  ひさし

学
生
た
ち
は
急
激
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。最

後
は
、こ
れ
ら
を
資
料
と
し
て
ま
と
め
、協
力

企
業
に
対
し
て
報
告
を
し
ま
す
。限
ら
れ
た
時

間
の
な
か
で
、一
定
の
結
果
を
出
す
と
い
う
こ
の

一
連
の
流
れ
は
、今
後
の
社
会
生
活
に
お
い
て

も
大
い
に
役
立
つ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

歴
史
を
体
感
す
る
学
び

　私
の
ゼ
ミ
で
は
、キ
リ
ス
ト
教
を
は
じ
め
と

す
る
宗
教
の
歴
史
を
取
り
上
げ
、そ
の
事
象

や
思
想
に
つ
い
て
研
究
し
ま
す
。テ
ー
マ
の
選

定
に
お
い
て
は
学
生
の
関
心
を
何
よ
り
も
重

視
し
、そ
れ
を
研
究
と
し
て
深
め
て
い
く
方

法
を
と
も
に
探
り
つ
つ
、最
終
的
に
は
独
自
の

研
究
を
展
開
し
、完
成
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。自
分
の
立
て
た
問
い
を
解

明
す
る
こ
と
は
学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
面
白

い
よ
う
で
、こ
ち
ら
が
想
像
し
な
か
っ
た
よ
う

な
新
鮮
で
柔
軟
な
発
想
を
も
っ
て
、ユ
ニ
ー
ク

で
優
れ
た
成
果
を
上
げ
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　ゼ
ミ
で
は
、資
料
に
あ
た
っ
て
分
析
や
考
察

を
行
う
だ
け
で
な
く
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

通
じ
て
言
葉
の
背
景
に
あ
る
宗
教
の
営
み
や

歴
史
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
に
し
て

い
ま
す
。こ
の
春
休
み
に
は
、京
都
の
大
原
に

赴
き
、仏
教
や
神
道
の
歴
史
と
現
在
を
学
び

ま
し
た
。そ
の
地
に
着
く
と
、ま
ず
担
当
者
が

そ
の
お
寺
や
神
社
の
歴
史
を
解
説
し
ま
す
。

そ
の
後
、自
由
に
見
学
を
し
て
歴
史
を
体
感

し
、今
日
ま
で
続
く
宗
教
の
営
み
や
そ
の
本

質
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
ま
し
た
。京
都
は
、

キ
リ
シ
タ
ン
以
来
の
キ
リ
ス
ト
教
の
史
跡
も

　「
自
由
に
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、自
分
が
本
当
に
知
り
た
い
こ
と
を

深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
、学
ぶ
楽
し

さ
を
感
じ
た
」「
毎
週
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
問
題
意
識
や
研
究
を
共
有
し
、そ
の

中
で
自
分
の
研
究
を
俯
瞰
的
に
見
つ
め
直
す

こ
と
が
、研
究
の
成
果
に
つ
な
が
っ
た
」

神学部 教授

Mika Murakami

村上 みか ゼミ
むらかみ

多
く
、宗
教
の
歴
史
の
宝
庫
で
す
。

　私
自
身
の
専
門
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
改

革
史
で
、学
生
と
と
も
に
そ
の
地
を
訪
れ
る

の
は
難
し
い
の
で
す
が
、秋
学
期
に
テ
ュ
ー
ビ

ン
ゲ
ン
大
学（
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン・ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

E
U
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
）で「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
宗
教 

－

ド
イ
ツ・
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史

と
思
想
」を
担
当
し
、そ
こ
で
中
世
の
教
会
建

築
や
長
い
伝
統
を
も
つ
ド
イ
ツ
の
教
会
音

楽
、ま
た
ナ
チ
ス
の
爪
痕
な
ど
に
直
に
触
れ

て
、「
歴
史
を
体
感
す
る
」学
び
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　自
ら
の
疑
問
を
、知
的
思
考
と
感
性
を

も
っ
て
解
明
し
て
ゆ
く
学
び
は
、人
生
を
強
く

生
き
抜
く
力
を
与
え
て
く
れ
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

ゼ
ミ
生
の
声

（
無
記
名
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の一部
）

ゼ
ミ
生
の
声

（
無
記
名
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の一部
）

　研
究
の
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ：「
自
ら
の
手
で
、

既
存
の
物
質
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
未
知
の

物
質
を
創
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
」

「
新
規
有
機
化
学
物
の
合
成
を
自
分
の
手
で
行

え
る
と
こ
ろ
。簡
単
に
は
合
成
で
き
な
い
か
ら
こ

そ
面
白
い
。ま
た
自
分
の
合
成
し
た
も
の
を
使
っ

て
、い
ろ
ん
な
研
究
展
開
が
で
き
る
と
こ
ろ
も
魅

力
の一つ
だ
と
思
い
ま
す
」 

ゼ
ミ
の
特
色：「
先
生
と
の
距
離
が
近
く
、い
つ
で
も

専
門
家
の
意
見
が
聴
け
る
こ
と
」 

成
長
実
感：「
研
究
が
上
手
く
い
か
な
く
て
も
諦
め

ず
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
」 

　小
中
高
と
自
分
自
身
が
サ
ッ
カ
ー
に
打
ち
込
む

中
で
常
に
考
え
て
い
た「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」と「
運
動

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」の
関
係
を
、生
化
学
と
い
う
学
問

と
し
て
探
究
し
た
く
髙
倉
ゼ
ミ
に
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。例
え
ば
、よ
く
知
ら
れ
て
い
る「
高
地
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」に
も
プ
ラ
ス
面
だ
け
で
は
な
く
、マ
イ
ナ
ス

面
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。ま
た
、ゼ
ミ
の
雰

囲
気
は
と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
、先
生
も一緒
に
な

り
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
た
り

し
ま
す
。髙
倉
ゼ
ミ
で
の
学
び
で
、「
ス
ポ
ー
ツ
」の

も
う一つ
の
面
白
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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映
像
制
作
に
熱
中
し
た
学
生
時
代

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
い
ろ
い
ろ
な

繋
が
り
が
生
ま
れ
た

村
側
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。本
田
さ
ん
は
僕

の
英
文
学
科
の
先
輩
な
ん
で
す
が
、学
生
時
代
は
ど

の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

本
田
　
英
文
学
科
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、英
語
力

が
足
り
ず
希
望
し
て
い
た
留
学
生
枠
に
入
れ
な
く
て

挫
折
し
ま
し
た（
笑
）。小
さ
い
頃
か
ら
映
像
の
仕
事

に
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
て
、大
学
３
年
次
か
ら

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
奇
跡
の
レ
ッ
ス
ン
」な
ど
質
の
高
い
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
制
作
し
続
け
て
い
る
映
像
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
本
田
大
さ
ん
。演
劇
サ
ー
ク
ル「
第
三

劇
場
」所
属
の
、村
側
晃
太
郎
さ
ん
が
、大
学
生
活
の

様
子
や
表
現
者
と
し
て
の
こ
だ
わ
り
な
ど
に
つ
い

て
聞
き
ま
し
た
。

本
田  

大
さ
ん
に

国
際
エ
ミ
ー
賞 

こ
ど
も
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョン
部
門
ノ
ミ
ネ
ー
ト

ワ
ー
ル
ド・メ
デ
ィ
ア・フェ
ス
テ
ィ
バル 

教
育
部
門
金
賞

同
志
社
人

訪

　
　問

Interview 
with

Doshisha 
People

Interview 
with

Doshisha 
People

聞
く

Dai Honda学
内
外
で
カ
メ
ラ
を
回
し
続
け
て
い
ま
し
た
。そ
れ

が「
お
も
し
ろ
そ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
奴
が
い
る
」

と
友
人
づ
て
で
噂
が
広
が
り
、映
像
制
作
バ
イ
ト
の

打
診
を
頂
く
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
繋
が
り
が
生
ま
れ

ま
し
た
。毎
日
が
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。

村
側
　
映
像
の
仕
事
に
関
わ
り
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か

け
は
何
で
す
か
？

本
田
　
両
親
が
映
画
好
き
で
、よ
く
茶
の
間
で
家

族
そ
ろ
っ
て
見
て
い
た
ん
で
す
。そ
う
し
て
い
る
う
ち

に
映
画
や
テ
レ
ビ
、Ｃ
Ｍ
の
編
集
方
法
が
気
に
な
り

始
め
て
。「
レ
ポ
ー
タ
ー
が
歩
き
出
す
前
、な
ぜ
こ
の

﹇
間
﹈が
必
要
な
ん
だ
ろ
う
？
」と
か
。

村
側
　
何
歳
ご
ろ
の
こ
と
で
す
か
？

本
田
　
小
学
４
、５
年
生
ご
ろ
で
す
。そ
の
後
、同
志

社
香
里
中
高
で
６
年
間
過
ご
し
た
ん
で
す
け
ど
、卒

業
後
の
進
路
を
決
め
る
と
き
、映
像
系
の
大
学
の
進

学
も
考
え
ま
し
た
。で
も
同
志
社
の
こ
と
が
す
ご
く

好
き
に
な
っ
て
い
て
、こ
の
ま
ま
香
里
の
仲
間
と
一
緒

に
い
た
い
と
思
い
、同
志
社
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

映
像
づ
く
り
の
全
工
程
に
携
わ
れ
る

そ
れ
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
や
り
が
い

村
側
　
ど
う
い
う
こ
と
か
ら
、同
志
社
の
こ
と
が
好

き
に
な
っ
た
の
で
す
か
？

本
田
　
出
会
い
に
恵
ま
れ
た
こ
と
が
、同
志
社
が
好

き
に
な
っ
た
理
由
で
す
ね
。中
高
の
と
き
、人
と
違
う

こ
と
が
し
た
く
て
器
械
体
操
部
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
。あ
る
日
の
部
活
帰
り
、同
い
年
の
仲
間
に「
俺
は

将
来
、映
画
の
監
督
に
な
り
た
い
ね
ん
」と
打
ち
明
け

る
と「
俺
は
宇
宙
飛
行
士
に
な
り
た
い
」と
返
し
て
く

れ
ま
し
た
。同
志
社
香
里
で
夢
を
語
り
合
え
る
友
達

に
出
会
え
た
こ
と
は
、本
当
に
幸
せ
で
し
た
。大
学
進

学
後
も
、大
き
な
夢
を
持
つ
仲
間
と
た
く
さ
ん
出
会

え
、そ
の
後
の
人
生
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

村
側
　
そ
の
同
級
生
の
方
は
い
ま
は…

…

。

本
田
　
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
F
１
エ
ン
ジ
ン
の
研
究
開

発
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、今
年
あ
っ
た
日
本
人
宇
宙

飛
行
士
の
募
集
に
応
募
し
て
い
ま
し
た
よ
。

村
側
　
す
ご
い
で
す
ね
。い
ま
で
も
夢
を
追
い
続
け
て

い
る
ん
で
す
ね
。一
方
、本
田
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、

夢
だ
っ
た
映
像
関
係
の
仕
事
に
就
い
て
、M
B
S「
世

界
ウ
ル
ル
ン
滞
在
記
」の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
を
経
て
、

N
H
K「
奇
跡
の
レ
ッ
ス
ン
」で
国
際
的
な
賞
を
取
る

な
ど
活
躍
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、映
像
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
と
し
て
、ど
う
い
う
と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
か
？

本
田
　
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、企
画
立
案
か
ら
仕
上
げ
ま

で
、映
像
づ
く
り
の
全
工
程
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、「
自
分
の
番
組
を
つ
く
っ
て
い
る
」と
い
う
実
感
が
得

ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。や
り
が
い

が
あ
る
か
ら
続
け
て
い
ら
れ
る
と
い
う
か
、そ
れ
が
な
い

と
や
って
い
ら
れ
な
い
く
ら
い
辛
い
こ
と
も
多
い
で
す
。

村
側
　
ど
う
い
う
こ
と
が
辛
い
の
で
し
ょ
う
？

本
田
　
現
場
で
よ
い
撮
影
が
で
き
て
い
る
の
に
、よ

い
編
集
に
な
ら
な
い
と
き
が
一
番
き
つ
い
で
す
ね
。要

す
る
に
、僕
が
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
、感
動
し
て
い
る

こ
と
が
、編
集
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
い
と
き
。放
映
前
の
試
写
は
少
な
く
と
も
２
回
、

多
い
と
5
、6
回
し
ま
す
。そ
こ
で
、プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

に
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
場
面
を
カ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と

も
同
じ
よ
う
に
辛
い
で
す
。責
任
者
の
一
人
と
し
て
、

エ
ン
ド
ロ
ー
ル
に
名
前
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
さ
れ
る
の
で
、自

分
が
伝
え
る
べ
き
だ
と
信
じ
て
い
る
こ
と
を
う
ま
く

表
現
で
き
る
よ
う
、日
々
戦
っ
て
い
ま
す
。

撮
影
前
に
徹
底
的
に
下
調
べ

取
材
対
象
者
に
寄
り
添
う

村
側
　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
制
作
す
る
際
に
、常

に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
、注
意
さ
れ
て
い
る
点
は
何
で

す
か
？

本
田
　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と

自
体
、非
常
に
お
こ
が
ま
し
い
行
為
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。突
然
、他
人
の
心
に
土
足
で
入
り
込
ん
で「
あ

な
た
の
人
生
に
つ
い
て
話
し
て
く
だ
さ
い
」と
カ
メ
ラ

を
回
し
な
が
ら
聞
く
ん
で
す
か
ら
。そ
れ
に
編
集
作

業
で
は
、ひ
と
つ
の
カ
ッ
ト
の
置
き
場
所
を
変
え
る

と
、違
う
意
味
合
い
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。で
す
か

ら
、で
き
る
限
り
取
材
対
象
者
に
寄
り
添
う
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。撮
影
前
の
下
調
べ
は
徹
底
的
に

し
ま
す
し
、そ
の
人
が
本
当
に
伝
え
た
い
こ
と
は
何

か
、最
大
限
に
理
解
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。取
材
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
、「
こ
の
人
に
取
材
し
て
も
ら
っ

て
よ
か
っ
た
」と
少
し
で
も
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

番
組
作
り
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
ね
。

ド
キ
ュメ
ン
タ
リ
ー
と
は
何
か
？

そ
れ
を
一
生
問
い
続
け
て
い
く

　村
側
　
僕
は
同
志
社
大
学
で
、「
第
三
劇
場
」と
い

う
学
生
演
劇
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
て
、舞
台
芸

術
を
手
が
け
る
か
た
わ
ら
、役
者
と
し
て
舞
台
に
上

が
っ
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、本
田
さ
ん
と
似
た

よ
う
な
気
持
ち
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。た
と

え
ば
、原
爆
劇
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ

る
も
の
の
、被
爆
３
世
で
も
な
い
僕
が
脚
本
を
書
い

た
り
、演
出
し
た
り
し
て
よ
い
の
か
？
当
事
者
で
な

い
自
分
が
そ
れ
を
す
る
の
は
不
用
意
な
、お
こ
が
ま

し
い
こ
と
で
は
な
い
か
？
と
感
じ
た
り
し
ま
す
。当
事

者
性
に
ど
う
向
き
合
え
ば
よ
い
の
か
、ず
っ
と
考
え
て

い
て
も
、答
え
が
出
な
い
ま
ま
踏
み
切
れ
ず
に
い
ま

す
。

本
田
　
村
側
さ
ん
の
よ
う
に
、「
ど
う
し
た
ら
い
い
の

だ
ろ
う
」と
考
え
続
け
る
こ
と
が
、表
現
者
と
し
て
大

事
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。僕
も
、「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
と
は
何
か
」と
一
生
問
い
続
け
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

村
側
　
こ
れ
か
ら
先
も
ず
っ
と
映
像
の
仕
事
に
携

わ
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

本
田
　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
は
ず
っ
と
携
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
と
、子
ど
も
が
好
き

な
の
で
、何
か
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
を
、テ
レ
ビ
以

外
の
表
現
方
法
で
や
っ
て
み
た
い
気
持
ち
も
あ
り
ま

す
。村
側
さ
ん
は
、ど
う
いっ
た
進
路
を
目
指
さ
れ
て
い

ま
す
か
？

村
側
　
そ
れ
が
ま
っ
た
く
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
く
て

…
…

俳
優
養
成
所
に
入
っ
て
役
者
を
目
指
す
か
、舞

台
芸
術
の
方
に
い
く
か
、そ
れ
と
も
一
般
企
業
に
就

職
す
る
か
、迷
っ
て
い
ま
す
。

本
田
　
許
さ
れ
る
環
境
に
あ
る
な
ら
、好
き
な
道
を

進
ん
で
い
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
よ
。進
ん
だ
先
で

見
え
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。僕
だ
っ
て
、辛
く
て
編

集
室
で
泣
い
た
こ
と
も
あ
る
。た
だ
た
と
え
辛
く
て

も
、自
分
が
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
道
を
進
ん
で
い

れ
ば
、乗
り
越
え
て
い
け
る
と
僕
は
信
じ
て
い
ま
す

よ
。

村
側
　
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
す
。今
日
は
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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学
教
員
の

執
筆
図
書
紹
介
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（
価
格
は
税
込
）

戦後京都の「色」は
アメリカにあった!
佐藤守弘 他著
京都府京都文化博物館  1,320円

トランプvsバイデン
村田晃嗣 著   PHP研究所  1,089円

パラゴーネ
清瀬みさを 他著  
中央公論美術出版  6,600円

実践埋蔵文化財と考古学
水ノ江和同 著  同成社  1,980円

論点・東洋史学
森山央朗  向正樹  城地孝 他著
ミネルヴァ書房  3,960円

経験論の多面的展開
新茂之 他編著
大槻晃右  小川雄  下嶋篤 他著
萌書房  3,300円

「室町殿」の時代
山田徹 他著  山川出版社  1,980円

現代広告全書
河島伸子 他著  有斐閣  2,750円

オーストラリア倒産法
金春 他著  弘文堂  5,500円

受容と創造における
通態的連鎖
伊藤玄吾 他著  新典社  5,170円

知的財産権訴訟の煌めき
井関涼子 他著  
金融財政事情研究会  16,500円

民事裁判ICT化論の
歴史的展開
川嶋四郎 他著
日本評論社  8,800円

スタンダード社会科学系の
統計学
鄭躍軍 著  培風館  2,420円

図説世界の地域問題100
二村太郎 他著  
ナカニシヤ出版  2,970円

ミーニング
小島秀信 他訳
ミネルヴァ書房  4,950円

室町幕府将軍列伝 新装版
山田徹 他著  戎光祥出版  2,970円　

戦争と日本アニメ
佐野明子 他編著   青弓社  2,640円

現代経済法の課題と理論
瀬領真悟 他著  弘文堂  13,200円

共振する帝国
板垣竜太 他訳  岩波書店  4,950円

美学の数理
落合仁司 著   晃洋書房  2,090円

まちづくりの統計学
多田実 他編著   学芸出版社  2,750円

コロナ禍の下での
学生の学びと大学の役割
津田博史 他著  
ウインかもがわ  1,100円

知っておきたい和食の文化
AYSUN UYAR 他著  
勉誠出版  3,080円

自然災害科学・防災の
百科事典
立木茂雄 他著  丸善出版  26,400円　

知的財産法制と憲法的価値
山根崇邦 他著  有斐閣  7,480円

愛の讃歌としての経済
浜矩子 著  かもがわ出版  1,760円

SDGsの経営・事業戦略への導入と
研究開発テーマの発掘、進め方
大窪和也 他著  
技術情報協会  88,000円

パナソニックのグローバル経営
上田眞士 他編著  樋口純平 他著  
ミネルヴァ書房  9,350円

日本文学の見取り図
西川貴子 他編著
ミネルヴァ書房  3,080円

ケースブックコストマネジメント
第3版
加登豊 他著  新世社  2,805円

伝達と創造
小野文生 他著  能登印刷  寄贈

近世東地中海の形成
堀井優 著  
名古屋大学出版会  5,940円

アメリカの奴隷解放と黒人
落合明子  白川恵子 訳
明石書店  3,850円

言語研究の世界
瀧田健介 他著  研究社  3,630円

縮小社会における法的空間
横田光平 他著  日本評論社  7,700円

海を渡って何を食べるのか
和泉真澄 他著  文理閣  3,300円

新注釈民法 8 債権 1
荻野奈緒 他著  有斐閣  10,120円

基礎から学べる
金融商品取引法 第5版
釡田薫子 他著  弘文堂  2,420円

「下から」歴史像を再考する
小川原宏幸 他編著  有志舎  9,460円　

保険法 下
山下友信 著  有斐閣  6,050円

刑法演習ノート 第3版
十河太朗 他著  弘文堂  3,300円

統計調査法
鄭躍軍 著  共立出版  3,960円

1からのマーケティング分析 第2版
冨田健司 他編著  碩学舎 2,640円

遺留分 第3版
神谷遊 他著  日本評論社  6,380円

高橋則夫先生
古稀祝賀論文集 上巻
川崎友巳  十河太朗  松原久利 他著
成文堂  22,000円

高橋則夫先生
古稀祝賀論文集 下巻
洲見光男 他著  成文堂  22,000円

キリスト教神学命題集
村上みか 他監修
日本キリスト教団出版局  3,520円

マクロ経済学の視点 第3版
北川雅章  新関三希代  
辻村元男  東良彰 他著  
八千代出版  3,190円

百年目の『ユリシーズ』
下楠昌哉 他編著  桐山恵子 他著
松籟社  3,300円

固体表面キャラクタリゼーション
竹中壮 他著  講談社  4,180 円

スポーツ事故の法的責任と予防
川井圭司 他著  道和書院  2,640 円

コロナ時代の
仕事・家族・コミュニティ
轡田竜蔵 他著
ミネルヴァ書房  5,500 円

少子高齢化のなかの福祉政策
郭芳  楊慧敏 他著  明石書店  3,300円

格差と不利 /
困難のなかの福祉政策
廣野俊輔  楊慧敏 他著
明石書店  3,300円

文明と覇権から見る中国
浅野亮 他著  ウェッジ  3,740円　

ナイチンゲールは
なぜ戦地クリミアに赴いたのか
玉井史絵 他著  
日本看護協会出版会  2,200円

日本のバイアウト・ファンド
野瀬義明 著  中央経済社  4,180円

商標法コンメンタール 新版
井関涼子  山根崇邦 他著  
勁草書房  16,500円

刑事法学の系譜
川崎友巳 他著  信山社  17,600円

過渡現象論
馬場𠮷弘 著  数理工学社  2,035円

国際民事手続法
髙杉直 他編著  勁草書房  2,970円

日本企業に入社した
外国人社員の葛藤
鈴木伸子 著  ココ出版  3,960円

社会福祉学習双書 2022 第8巻
地域福祉と包括的支援体制
永田祐  野村裕美 他著  
全国社会福祉協議会  2,970円　

ソーシャルワークの
理論と方法 Ⅰ
空閑浩人 他編著  
ミネルヴァ書房  3,080円

近代の部落問題
小林丈広 他著  解放出版社  6,600円

アジアの平和とガバナンス
中西久枝 他著  
有信堂高文社  3,300円

社会福祉学習双書 2022 第9巻 
ソーシャルワークの基盤と専門職
空閑浩人 他編著  
全国社会福祉協議会  2,420円　

社会福祉学習双書 2022 第10巻
ソーシャルワークの理論と方法
空閑浩人 他編  
全国社会福祉協議会  2,750円　

村
側 

晃
太
郎
さ
ん

文
学
部
英
文
学
科

4
年
次
生

演
劇
サ
ー
ク
ル「
第
三
劇
場
」所
属

む
ら
が
わ
　
　 

こ
う
た
ろ
う

本
田 

大
さ
ん

｜
2
0
0
5
年 

文
学
部 

卒
業
｜

ほ
ん
だ
　
　
だ
い
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映
像
制
作
に
熱
中
し
た
学
生
時
代

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
い
ろ
い
ろ
な

繋
が
り
が
生
ま
れ
た

村
側
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。本
田
さ
ん
は
僕

の
英
文
学
科
の
先
輩
な
ん
で
す
が
、学
生
時
代
は
ど

の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

本
田
　
英
文
学
科
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、英
語
力

が
足
り
ず
希
望
し
て
い
た
留
学
生
枠
に
入
れ
な
く
て

挫
折
し
ま
し
た（
笑
）。小
さ
い
頃
か
ら
映
像
の
仕
事

に
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
て
、大
学
３
年
次
か
ら

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
奇
跡
の
レ
ッ
ス
ン
」な
ど
質
の
高
い
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
制
作
し
続
け
て
い
る
映
像
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
本
田
大
さ
ん
。演
劇
サ
ー
ク
ル「
第
三

劇
場
」所
属
の
、村
側
晃
太
郎
さ
ん
が
、大
学
生
活
の

様
子
や
表
現
者
と
し
て
の
こ
だ
わ
り
な
ど
に
つ
い

て
聞
き
ま
し
た
。

本
田  
大
さ
ん
に

国
際
エ
ミ
ー
賞 

こ
ど
も
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョン
部
門
ノ
ミ
ネ
ー
ト

ワ
ー
ル
ド・メ
デ
ィ
ア・フェ
ス
テ
ィ
バル 

教
育
部
門
金
賞

同
志
社
人

訪

　
　問

Interview 
with

Doshisha 
People

Interview 
with

Doshisha 
People

聞
く

Dai Honda学
内
外
で
カ
メ
ラ
を
回
し
続
け
て
い
ま
し
た
。そ
れ

が「
お
も
し
ろ
そ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
奴
が
い
る
」

と
友
人
づ
て
で
噂
が
広
が
り
、映
像
制
作
バ
イ
ト
の

打
診
を
頂
く
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
繋
が
り
が
生
ま
れ

ま
し
た
。毎
日
が
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。

村
側
　
映
像
の
仕
事
に
関
わ
り
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か

け
は
何
で
す
か
？

本
田
　
両
親
が
映
画
好
き
で
、よ
く
茶
の
間
で
家

族
そ
ろ
っ
て
見
て
い
た
ん
で
す
。そ
う
し
て
い
る
う
ち

に
映
画
や
テ
レ
ビ
、Ｃ
Ｍ
の
編
集
方
法
が
気
に
な
り

始
め
て
。「
レ
ポ
ー
タ
ー
が
歩
き
出
す
前
、な
ぜ
こ
の

﹇
間
﹈が
必
要
な
ん
だ
ろ
う
？
」と
か
。

村
側
　
何
歳
ご
ろ
の
こ
と
で
す
か
？

本
田
　
小
学
４
、５
年
生
ご
ろ
で
す
。そ
の
後
、同
志

社
香
里
中
高
で
６
年
間
過
ご
し
た
ん
で
す
け
ど
、卒

業
後
の
進
路
を
決
め
る
と
き
、映
像
系
の
大
学
の
進

学
も
考
え
ま
し
た
。で
も
同
志
社
の
こ
と
が
す
ご
く

好
き
に
な
っ
て
い
て
、こ
の
ま
ま
香
里
の
仲
間
と
一
緒

に
い
た
い
と
思
い
、同
志
社
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

映
像
づ
く
り
の
全
工
程
に
携
わ
れ
る

そ
れ
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
や
り
が
い

村
側
　
ど
う
い
う
こ
と
か
ら
、同
志
社
の
こ
と
が
好

き
に
な
っ
た
の
で
す
か
？

本
田
　
出
会
い
に
恵
ま
れ
た
こ
と
が
、同
志
社
が
好

き
に
な
っ
た
理
由
で
す
ね
。中
高
の
と
き
、人
と
違
う

こ
と
が
し
た
く
て
器
械
体
操
部
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
。あ
る
日
の
部
活
帰
り
、同
い
年
の
仲
間
に「
俺
は

将
来
、映
画
の
監
督
に
な
り
た
い
ね
ん
」と
打
ち
明
け

る
と「
俺
は
宇
宙
飛
行
士
に
な
り
た
い
」と
返
し
て
く

れ
ま
し
た
。同
志
社
香
里
で
夢
を
語
り
合
え
る
友
達

に
出
会
え
た
こ
と
は
、本
当
に
幸
せ
で
し
た
。大
学
進

学
後
も
、大
き
な
夢
を
持
つ
仲
間
と
た
く
さ
ん
出
会

え
、そ
の
後
の
人
生
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

村
側
　
そ
の
同
級
生
の
方
は
い
ま
は…

…

。

本
田
　
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
F
１
エ
ン
ジ
ン
の
研
究
開

発
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、今
年
あ
っ
た
日
本
人
宇
宙

飛
行
士
の
募
集
に
応
募
し
て
い
ま
し
た
よ
。

村
側
　
す
ご
い
で
す
ね
。い
ま
で
も
夢
を
追
い
続
け
て

い
る
ん
で
す
ね
。一
方
、本
田
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、

夢
だ
っ
た
映
像
関
係
の
仕
事
に
就
い
て
、M
B
S「
世

界
ウ
ル
ル
ン
滞
在
記
」の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
を
経
て
、

N
H
K「
奇
跡
の
レ
ッ
ス
ン
」で
国
際
的
な
賞
を
取
る

な
ど
活
躍
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、映
像
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
と
し
て
、ど
う
い
う
と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
か
？

本
田
　
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、企
画
立
案
か
ら
仕
上
げ
ま

で
、映
像
づ
く
り
の
全
工
程
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、「
自
分
の
番
組
を
つ
く
っ
て
い
る
」と
い
う
実
感
が
得

ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。や
り
が
い

が
あ
る
か
ら
続
け
て
い
ら
れ
る
と
い
う
か
、そ
れ
が
な
い

と
や
って
い
ら
れ
な
い
く
ら
い
辛
い
こ
と
も
多
い
で
す
。

村
側
　
ど
う
い
う
こ
と
が
辛
い
の
で
し
ょ
う
？

本
田
　
現
場
で
よ
い
撮
影
が
で
き
て
い
る
の
に
、よ

い
編
集
に
な
ら
な
い
と
き
が
一
番
き
つ
い
で
す
ね
。要

す
る
に
、僕
が
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
、感
動
し
て
い
る

こ
と
が
、編
集
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
い
と
き
。放
映
前
の
試
写
は
少
な
く
と
も
２
回
、

多
い
と
5
、6
回
し
ま
す
。そ
こ
で
、プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

に
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
場
面
を
カ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と

も
同
じ
よ
う
に
辛
い
で
す
。責
任
者
の
一
人
と
し
て
、

エ
ン
ド
ロ
ー
ル
に
名
前
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
さ
れ
る
の
で
、自

分
が
伝
え
る
べ
き
だ
と
信
じ
て
い
る
こ
と
を
う
ま
く

表
現
で
き
る
よ
う
、日
々
戦
っ
て
い
ま
す
。

撮
影
前
に
徹
底
的
に
下
調
べ

取
材
対
象
者
に
寄
り
添
う

村
側
　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
制
作
す
る
際
に
、常

に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
、注
意
さ
れ
て
い
る
点
は
何
で

す
か
？

本
田
　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と

自
体
、非
常
に
お
こ
が
ま
し
い
行
為
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。突
然
、他
人
の
心
に
土
足
で
入
り
込
ん
で「
あ

な
た
の
人
生
に
つ
い
て
話
し
て
く
だ
さ
い
」と
カ
メ
ラ

を
回
し
な
が
ら
聞
く
ん
で
す
か
ら
。そ
れ
に
編
集
作

業
で
は
、ひ
と
つ
の
カ
ッ
ト
の
置
き
場
所
を
変
え
る

と
、違
う
意
味
合
い
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。で
す
か

ら
、で
き
る
限
り
取
材
対
象
者
に
寄
り
添
う
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。撮
影
前
の
下
調
べ
は
徹
底
的
に

し
ま
す
し
、そ
の
人
が
本
当
に
伝
え
た
い
こ
と
は
何

か
、最
大
限
に
理
解
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。取
材
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
、「
こ
の
人
に
取
材
し
て
も
ら
っ

て
よ
か
っ
た
」と
少
し
で
も
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

番
組
作
り
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
ね
。

ド
キ
ュメ
ン
タ
リ
ー
と
は
何
か
？

そ
れ
を
一
生
問
い
続
け
て
い
く

　村
側
　
僕
は
同
志
社
大
学
で
、「
第
三
劇
場
」と
い

う
学
生
演
劇
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
て
、舞
台
芸

術
を
手
が
け
る
か
た
わ
ら
、役
者
と
し
て
舞
台
に
上

が
っ
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、本
田
さ
ん
と
似
た

よ
う
な
気
持
ち
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。た
と

え
ば
、原
爆
劇
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ

る
も
の
の
、被
爆
３
世
で
も
な
い
僕
が
脚
本
を
書
い

た
り
、演
出
し
た
り
し
て
よ
い
の
か
？
当
事
者
で
な

い
自
分
が
そ
れ
を
す
る
の
は
不
用
意
な
、お
こ
が
ま

し
い
こ
と
で
は
な
い
か
？
と
感
じ
た
り
し
ま
す
。当
事

者
性
に
ど
う
向
き
合
え
ば
よ
い
の
か
、ず
っ
と
考
え
て

い
て
も
、答
え
が
出
な
い
ま
ま
踏
み
切
れ
ず
に
い
ま

す
。

本
田
　
村
側
さ
ん
の
よ
う
に
、「
ど
う
し
た
ら
い
い
の

だ
ろ
う
」と
考
え
続
け
る
こ
と
が
、表
現
者
と
し
て
大

事
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。僕
も
、「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
と
は
何
か
」と
一
生
問
い
続
け
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

村
側
　
こ
れ
か
ら
先
も
ず
っ
と
映
像
の
仕
事
に
携

わ
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

本
田
　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
は
ず
っ
と
携
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
と
、子
ど
も
が
好
き

な
の
で
、何
か
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
を
、テ
レ
ビ
以

外
の
表
現
方
法
で
や
っ
て
み
た
い
気
持
ち
も
あ
り
ま

す
。村
側
さ
ん
は
、ど
う
いっ
た
進
路
を
目
指
さ
れ
て
い

ま
す
か
？

村
側
　
そ
れ
が
ま
っ
た
く
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
く
て

…
…

俳
優
養
成
所
に
入
っ
て
役
者
を
目
指
す
か
、舞

台
芸
術
の
方
に
い
く
か
、そ
れ
と
も
一
般
企
業
に
就

職
す
る
か
、迷
っ
て
い
ま
す
。

本
田
　
許
さ
れ
る
環
境
に
あ
る
な
ら
、好
き
な
道
を

進
ん
で
い
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
よ
。進
ん
だ
先
で

見
え
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。僕
だ
っ
て
、辛
く
て
編

集
室
で
泣
い
た
こ
と
も
あ
る
。た
だ
た
と
え
辛
く
て

も
、自
分
が
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
道
を
進
ん
で
い

れ
ば
、乗
り
越
え
て
い
け
る
と
僕
は
信
じ
て
い
ま
す

よ
。

村
側
　
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
す
。今
日
は
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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（
価
格
は
税
込
）

戦後京都の「色」は
アメリカにあった!
佐藤守弘 他著
京都府京都文化博物館  1,320円

トランプvsバイデン
村田晃嗣 著   PHP研究所  1,089円

パラゴーネ
清瀬みさを 他著  
中央公論美術出版  6,600円

実践埋蔵文化財と考古学
水ノ江和同 著  同成社  1,980円

論点・東洋史学
森山央朗  向正樹  城地孝 他著
ミネルヴァ書房  3,960円

経験論の多面的展開
新茂之 他編著
大槻晃右  小川雄  下嶋篤 他著
萌書房  3,300円

「室町殿」の時代
山田徹 他著  山川出版社  1,980円

現代広告全書
河島伸子 他著  有斐閣  2,750円

オーストラリア倒産法
金春 他著  弘文堂  5,500円

受容と創造における
通態的連鎖
伊藤玄吾 他著  新典社  5,170円

知的財産権訴訟の煌めき
井関涼子 他著  
金融財政事情研究会  16,500円

民事裁判ICT化論の
歴史的展開
川嶋四郎 他著
日本評論社  8,800円

スタンダード社会科学系の
統計学
鄭躍軍 著  培風館  2,420円

図説世界の地域問題100
二村太郎 他著  
ナカニシヤ出版  2,970円

ミーニング
小島秀信 他訳
ミネルヴァ書房  4,950円

室町幕府将軍列伝 新装版
山田徹 他著  戎光祥出版  2,970円　

戦争と日本アニメ
佐野明子 他編著   青弓社  2,640円

現代経済法の課題と理論
瀬領真悟 他著  弘文堂  13,200円

共振する帝国
板垣竜太 他訳  岩波書店  4,950円

美学の数理
落合仁司 著   晃洋書房  2,090円

まちづくりの統計学
多田実 他編著   学芸出版社  2,750円

コロナ禍の下での
学生の学びと大学の役割
津田博史 他著  
ウインかもがわ  1,100円

知っておきたい和食の文化
AYSUN UYAR 他著  
勉誠出版  3,080円

自然災害科学・防災の
百科事典
立木茂雄 他著  丸善出版  26,400円　

知的財産法制と憲法的価値
山根崇邦 他著  有斐閣  7,480円

愛の讃歌としての経済
浜矩子 著  かもがわ出版  1,760円

SDGsの経営・事業戦略への導入と
研究開発テーマの発掘、進め方
大窪和也 他著  
技術情報協会  88,000円

パナソニックのグローバル経営
上田眞士 他編著  樋口純平 他著  
ミネルヴァ書房  9,350円

日本文学の見取り図
西川貴子 他編著
ミネルヴァ書房  3,080円

ケースブックコストマネジメント
第3版
加登豊 他著  新世社  2,805円

伝達と創造
小野文生 他著  能登印刷  寄贈

近世東地中海の形成
堀井優 著  
名古屋大学出版会  5,940円

アメリカの奴隷解放と黒人
落合明子  白川恵子 訳
明石書店  3,850円

言語研究の世界
瀧田健介 他著  研究社  3,630円

縮小社会における法的空間
横田光平 他著  日本評論社  7,700円

海を渡って何を食べるのか
和泉真澄 他著  文理閣  3,300円

新注釈民法 8 債権 1
荻野奈緒 他著  有斐閣  10,120円

基礎から学べる
金融商品取引法 第5版
釡田薫子 他著  弘文堂  2,420円

「下から」歴史像を再考する
小川原宏幸 他編著  有志舎  9,460円　

保険法 下
山下友信 著  有斐閣  6,050円

刑法演習ノート 第3版
十河太朗 他著  弘文堂  3,300円

統計調査法
鄭躍軍 著  共立出版  3,960円

1からのマーケティング分析 第2版
冨田健司 他編著  碩学舎 2,640円

遺留分 第3版
神谷遊 他著  日本評論社  6,380円

高橋則夫先生
古稀祝賀論文集 上巻
川崎友巳  十河太朗  松原久利 他著
成文堂  22,000円

高橋則夫先生
古稀祝賀論文集 下巻
洲見光男 他著  成文堂  22,000円

キリスト教神学命題集
村上みか 他監修
日本キリスト教団出版局  3,520円

マクロ経済学の視点 第3版
北川雅章  新関三希代  
辻村元男  東良彰 他著  
八千代出版  3,190円

百年目の『ユリシーズ』
下楠昌哉 他編著  桐山恵子 他著
松籟社  3,300円

固体表面キャラクタリゼーション
竹中壮 他著  講談社  4,180 円

スポーツ事故の法的責任と予防
川井圭司 他著  道和書院  2,640 円

コロナ時代の
仕事・家族・コミュニティ
轡田竜蔵 他著
ミネルヴァ書房  5,500 円

少子高齢化のなかの福祉政策
郭芳  楊慧敏 他著  明石書店  3,300円

格差と不利 /
困難のなかの福祉政策
廣野俊輔  楊慧敏 他著
明石書店  3,300円

文明と覇権から見る中国
浅野亮 他著  ウェッジ  3,740円　

ナイチンゲールは
なぜ戦地クリミアに赴いたのか
玉井史絵 他著  
日本看護協会出版会  2,200円

日本のバイアウト・ファンド
野瀬義明 著  中央経済社  4,180円

商標法コンメンタール 新版
井関涼子  山根崇邦 他著  
勁草書房  16,500円

刑事法学の系譜
川崎友巳 他著  信山社  17,600円

過渡現象論
馬場𠮷弘 著  数理工学社  2,035円

国際民事手続法
髙杉直 他編著  勁草書房  2,970円

日本企業に入社した
外国人社員の葛藤
鈴木伸子 著  ココ出版  3,960円

社会福祉学習双書 2022 第8巻
地域福祉と包括的支援体制
永田祐  野村裕美 他著  
全国社会福祉協議会  2,970円　

ソーシャルワークの
理論と方法 Ⅰ
空閑浩人 他編著  
ミネルヴァ書房  3,080円

近代の部落問題
小林丈広 他著  解放出版社  6,600円

アジアの平和とガバナンス
中西久枝 他著  
有信堂高文社  3,300円

社会福祉学習双書 2022 第9巻 
ソーシャルワークの基盤と専門職
空閑浩人 他編著  
全国社会福祉協議会  2,420円　

社会福祉学習双書 2022 第10巻
ソーシャルワークの理論と方法
空閑浩人 他編  
全国社会福祉協議会  2,750円　

村
側 

晃
太
郎
さ
ん

文
学
部
英
文
学
科

4
年
次
生

演
劇
サ
ー
ク
ル「
第
三
劇
場
」所
属

む
ら
が
わ
　
　 

こ
う
た
ろ
う

本
田 

大
さ
ん

｜
2
0
0
5
年 

文
学
部 

卒
業
｜

ほ
ん
だ
　
　
だ
い
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映
像
制
作
に
熱
中
し
た
学
生
時
代

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
い
ろ
い
ろ
な

繋
が
り
が
生
ま
れ
た

村
側
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。本
田
さ
ん
は
僕

の
英
文
学
科
の
先
輩
な
ん
で
す
が
、学
生
時
代
は
ど

の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

本
田
　
英
文
学
科
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、英
語
力

が
足
り
ず
希
望
し
て
い
た
留
学
生
枠
に
入
れ
な
く
て

挫
折
し
ま
し
た（
笑
）。小
さ
い
頃
か
ら
映
像
の
仕
事

に
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
て
、大
学
３
年
次
か
ら

１９８２年、京都市生まれ。同志社香里中学校・高校で学んだあと、２００１年
に同志社大学文学部に進学。０５年に卒業後、映像制作会社「テレビマン
ユニオン」に参加し、０９年、「証言ドキュメント 日本サッカーの５０年」
（NHK）でディレクターデビュー。以降、映像ディレクターとして、テレビ
番組に限らず様々な映像コンテンツ制作に関わる。「奇跡のレッスン フィ
ギュアスケート編」が、１７年、米国テレビ界のアカデミー賞と称される
エミー賞の国際版において部門最終ノミネートされるなど、国際的にも
高い評価を得ている。

「
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
道
を

  

進
ん
で
い
れ
ば
、乗
り
越
え
て
い
け
る
」

Pro�le   本田 大さん

本田さんは映像制作で僕は学生演劇とジャンルは違うものの、同じように表現に携わる者
として、たとえば、SNSを介して直接お客さんから反応をもらえることが一番うれしいとか、
一度制作して公開すれば、それはお客さんのものであり、どう解釈するかはお客さん次第だ
という話など、共感できる部分が多くありました。ふだんの大学生活では経験できない、クリ
エィティブな仕事に関わる方のお話を聞くことができ、とても貴重な経験でした。本田さんの
ように、自分のやりたいことをはっきりと自覚し、正直でいることが、自分に一番欠けている
部分だと実感しました。これから演劇を続けたいのか、答えが見出せていない中、本田さん
のお話を聞くことで、考え続ける過程を楽しめばよいのだと思えるようになったのが、一番の
収穫でした。進路を考える上で、強く背中を押していただき、感謝の気持ちでいっぱいです。

取材を終えて

今回の同志社人

学
内
外
で
カ
メ
ラ
を
回
し
続
け
て
い
ま
し
た
。そ
れ

が「
お
も
し
ろ
そ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
奴
が
い
る
」

と
友
人
づ
て
で
噂
が
広
が
り
、映
像
制
作
バ
イ
ト
の

打
診
を
頂
く
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
繋
が
り
が
生
ま
れ

ま
し
た
。毎
日
が
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。

村
側
　
映
像
の
仕
事
に
関
わ
り
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か

け
は
何
で
す
か
？

本
田
　
両
親
が
映
画
好
き
で
、よ
く
茶
の
間
で
家

族
そ
ろ
っ
て
見
て
い
た
ん
で
す
。そ
う
し
て
い
る
う
ち

に
映
画
や
テ
レ
ビ
、Ｃ
Ｍ
の
編
集
方
法
が
気
に
な
り

始
め
て
。「
レ
ポ
ー
タ
ー
が
歩
き
出
す
前
、な
ぜ
こ
の

﹇
間
﹈が
必
要
な
ん
だ
ろ
う
？
」と
か
。

村
側
　
何
歳
ご
ろ
の
こ
と
で
す
か
？

本
田
　
小
学
４
、５
年
生
ご
ろ
で
す
。そ
の
後
、同
志

社
香
里
中
高
で
６
年
間
過
ご
し
た
ん
で
す
け
ど
、卒

業
後
の
進
路
を
決
め
る
と
き
、映
像
系
の
大
学
の
進

学
も
考
え
ま
し
た
。で
も
同
志
社
の
こ
と
が
す
ご
く

好
き
に
な
っ
て
い
て
、こ
の
ま
ま
香
里
の
仲
間
と
一
緒

に
い
た
い
と
思
い
、同
志
社
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

映
像
づ
く
り
の
全
工
程
に
携
わ
れ
る

そ
れ
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
や
り
が
い

村
側
　
ど
う
い
う
こ
と
か
ら
、同
志
社
の
こ
と
が
好

き
に
な
っ
た
の
で
す
か
？

本
田
　
出
会
い
に
恵
ま
れ
た
こ
と
が
、同
志
社
が
好

き
に
な
っ
た
理
由
で
す
ね
。中
高
の
と
き
、人
と
違
う

こ
と
が
し
た
く
て
器
械
体
操
部
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
。あ
る
日
の
部
活
帰
り
、同
い
年
の
仲
間
に「
俺
は

将
来
、映
画
の
監
督
に
な
り
た
い
ね
ん
」と
打
ち
明
け

る
と「
俺
は
宇
宙
飛
行
士
に
な
り
た
い
」と
返
し
て
く

れ
ま
し
た
。同
志
社
香
里
で
夢
を
語
り
合
え
る
友
達

に
出
会
え
た
こ
と
は
、本
当
に
幸
せ
で
し
た
。大
学
進

学
後
も
、大
き
な
夢
を
持
つ
仲
間
と
た
く
さ
ん
出
会

え
、そ
の
後
の
人
生
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

村
側
　
そ
の
同
級
生
の
方
は
い
ま
は…

…

。

本
田
　
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
F
１
エ
ン
ジ
ン
の
研
究
開

発
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、今
年
あ
っ
た
日
本
人
宇
宙

飛
行
士
の
募
集
に
応
募
し
て
い
ま
し
た
よ
。

村
側
　
す
ご
い
で
す
ね
。い
ま
で
も
夢
を
追
い
続
け
て

い
る
ん
で
す
ね
。一
方
、本
田
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、

夢
だ
っ
た
映
像
関
係
の
仕
事
に
就
い
て
、M
B
S「
世

界
ウ
ル
ル
ン
滞
在
記
」の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
を
経
て
、

N
H
K「
奇
跡
の
レ
ッ
ス
ン
」で
国
際
的
な
賞
を
取
る

な
ど
活
躍
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、映
像
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
と
し
て
、ど
う
い
う
と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
か
？

本
田
　
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、企
画
立
案
か
ら
仕
上
げ
ま

で
、映
像
づ
く
り
の
全
工
程
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、「
自
分
の
番
組
を
つ
く
っ
て
い
る
」と
い
う
実
感
が
得

ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。や
り
が
い

が
あ
る
か
ら
続
け
て
い
ら
れ
る
と
い
う
か
、そ
れ
が
な
い

と
や
って
い
ら
れ
な
い
く
ら
い
辛
い
こ
と
も
多
い
で
す
。

村
側
　
ど
う
い
う
こ
と
が
辛
い
の
で
し
ょ
う
？

本
田
　
現
場
で
よ
い
撮
影
が
で
き
て
い
る
の
に
、よ

い
編
集
に
な
ら
な
い
と
き
が
一
番
き
つ
い
で
す
ね
。要

す
る
に
、僕
が
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
、感
動
し
て
い
る

こ
と
が
、編
集
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
い
と
き
。放
映
前
の
試
写
は
少
な
く
と
も
２
回
、

多
い
と
5
、6
回
し
ま
す
。そ
こ
で
、プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

に
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
場
面
を
カ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と

も
同
じ
よ
う
に
辛
い
で
す
。責
任
者
の
一
人
と
し
て
、

エ
ン
ド
ロ
ー
ル
に
名
前
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
さ
れ
る
の
で
、自

分
が
伝
え
る
べ
き
だ
と
信
じ
て
い
る
こ
と
を
う
ま
く

表
現
で
き
る
よ
う
、日
々
戦
っ
て
い
ま
す
。

撮
影
前
に
徹
底
的
に
下
調
べ

取
材
対
象
者
に
寄
り
添
う

村
側
　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
制
作
す
る
際
に
、常

に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
、注
意
さ
れ
て
い
る
点
は
何
で

す
か
？

本
田
　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と

自
体
、非
常
に
お
こ
が
ま
し
い
行
為
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。突
然
、他
人
の
心
に
土
足
で
入
り
込
ん
で「
あ

な
た
の
人
生
に
つ
い
て
話
し
て
く
だ
さ
い
」と
カ
メ
ラ

を
回
し
な
が
ら
聞
く
ん
で
す
か
ら
。そ
れ
に
編
集
作

業
で
は
、ひ
と
つ
の
カ
ッ
ト
の
置
き
場
所
を
変
え
る

と
、違
う
意
味
合
い
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。で
す
か

ら
、で
き
る
限
り
取
材
対
象
者
に
寄
り
添
う
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。撮
影
前
の
下
調
べ
は
徹
底
的
に

し
ま
す
し
、そ
の
人
が
本
当
に
伝
え
た
い
こ
と
は
何

か
、最
大
限
に
理
解
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。取
材
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
、「
こ
の
人
に
取
材
し
て
も
ら
っ

て
よ
か
っ
た
」と
少
し
で
も
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

番
組
作
り
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
ね
。

ド
キ
ュメ
ン
タ
リ
ー
と
は
何
か
？

そ
れ
を
一
生
問
い
続
け
て
い
く

　村
側
　
僕
は
同
志
社
大
学
で
、「
第
三
劇
場
」と
い

う
学
生
演
劇
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
て
、舞
台
芸

術
を
手
が
け
る
か
た
わ
ら
、役
者
と
し
て
舞
台
に
上

が
っ
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、本
田
さ
ん
と
似
た

よ
う
な
気
持
ち
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。た
と

え
ば
、原
爆
劇
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ

る
も
の
の
、被
爆
３
世
で
も
な
い
僕
が
脚
本
を
書
い

た
り
、演
出
し
た
り
し
て
よ
い
の
か
？
当
事
者
で
な

い
自
分
が
そ
れ
を
す
る
の
は
不
用
意
な
、お
こ
が
ま

し
い
こ
と
で
は
な
い
か
？
と
感
じ
た
り
し
ま
す
。当
事

者
性
に
ど
う
向
き
合
え
ば
よ
い
の
か
、ず
っ
と
考
え
て

い
て
も
、答
え
が
出
な
い
ま
ま
踏
み
切
れ
ず
に
い
ま

す
。

本
田
　
村
側
さ
ん
の
よ
う
に
、「
ど
う
し
た
ら
い
い
の

だ
ろ
う
」と
考
え
続
け
る
こ
と
が
、表
現
者
と
し
て
大

事
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。僕
も
、「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
と
は
何
か
」と
一
生
問
い
続
け
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

村
側
　
こ
れ
か
ら
先
も
ず
っ
と
映
像
の
仕
事
に
携

わ
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

本
田
　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
は
ず
っ
と
携
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
と
、子
ど
も
が
好
き

な
の
で
、何
か
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
を
、テ
レ
ビ
以

外
の
表
現
方
法
で
や
っ
て
み
た
い
気
持
ち
も
あ
り
ま

す
。村
側
さ
ん
は
、ど
う
いっ
た
進
路
を
目
指
さ
れ
て
い

ま
す
か
？

村
側
　
そ
れ
が
ま
っ
た
く
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
く
て

…
…

俳
優
養
成
所
に
入
っ
て
役
者
を
目
指
す
か
、舞

台
芸
術
の
方
に
い
く
か
、そ
れ
と
も
一
般
企
業
に
就

職
す
る
か
、迷
っ
て
い
ま
す
。

本
田
　
許
さ
れ
る
環
境
に
あ
る
な
ら
、好
き
な
道
を

進
ん
で
い
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
よ
。進
ん
だ
先
で

見
え
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。僕
だ
っ
て
、辛
く
て
編

集
室
で
泣
い
た
こ
と
も
あ
る
。た
だ
た
と
え
辛
く
て

も
、自
分
が
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
道
を
進
ん
で
い

れ
ば
、乗
り
越
え
て
い
け
る
と
僕
は
信
じ
て
い
ま
す

よ
。

村
側
　
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
す
。今
日
は
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文学部英文学科
4年次生
演劇サークル
「第三劇場」所属

高校時代、洋楽に親し
んだことをきっかけに
文学部英文学科に入
学。英語圏の現代演劇
に関心があり、アメリカ
文学について学んでい
る。大学入学後、演劇
活動を本格的に始め、
演劇サークル「第三劇
場」に所属。

Interviewer  村側 晃太郎さん
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映
像
制
作
に
熱
中
し
た
学
生
時
代

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
い
ろ
い
ろ
な

繋
が
り
が
生
ま
れ
た

村
側
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。本
田
さ
ん
は
僕

の
英
文
学
科
の
先
輩
な
ん
で
す
が
、学
生
時
代
は
ど

の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

本
田
　
英
文
学
科
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、英
語
力

が
足
り
ず
希
望
し
て
い
た
留
学
生
枠
に
入
れ
な
く
て

挫
折
し
ま
し
た（
笑
）。小
さ
い
頃
か
ら
映
像
の
仕
事

に
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
て
、大
学
３
年
次
か
ら

１９８２年、京都市生まれ。同志社香里中学校・高校で学んだあと、２００１年
に同志社大学文学部に進学。０５年に卒業後、映像制作会社「テレビマン
ユニオン」に参加し、０９年、「証言ドキュメント 日本サッカーの５０年」
（NHK）でディレクターデビュー。以降、映像ディレクターとして、テレビ
番組に限らず様々な映像コンテンツ制作に関わる。「奇跡のレッスン フィ
ギュアスケート編」が、１７年、米国テレビ界のアカデミー賞と称される
エミー賞の国際版において部門最終ノミネートされるなど、国際的にも
高い評価を得ている。

「
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
道
を

  

進
ん
で
い
れ
ば
、乗
り
越
え
て
い
け
る
」

Pro�le   本田 大さん

本田さんは映像制作で僕は学生演劇とジャンルは違うものの、同じように表現に携わる者
として、たとえば、SNSを介して直接お客さんから反応をもらえることが一番うれしいとか、
一度制作して公開すれば、それはお客さんのものであり、どう解釈するかはお客さん次第だ
という話など、共感できる部分が多くありました。ふだんの大学生活では経験できない、クリ
エィティブな仕事に関わる方のお話を聞くことができ、とても貴重な経験でした。本田さんの
ように、自分のやりたいことをはっきりと自覚し、正直でいることが、自分に一番欠けている
部分だと実感しました。これから演劇を続けたいのか、答えが見出せていない中、本田さん
のお話を聞くことで、考え続ける過程を楽しめばよいのだと思えるようになったのが、一番の
収穫でした。進路を考える上で、強く背中を押していただき、感謝の気持ちでいっぱいです。

取材を終えて

今回の同志社人

学
内
外
で
カ
メ
ラ
を
回
し
続
け
て
い
ま
し
た
。そ
れ

が「
お
も
し
ろ
そ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
奴
が
い
る
」

と
友
人
づ
て
で
噂
が
広
が
り
、映
像
制
作
バ
イ
ト
の

打
診
を
頂
く
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
繋
が
り
が
生
ま
れ

ま
し
た
。毎
日
が
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。

村
側
　
映
像
の
仕
事
に
関
わ
り
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か

け
は
何
で
す
か
？

本
田
　
両
親
が
映
画
好
き
で
、よ
く
茶
の
間
で
家

族
そ
ろ
っ
て
見
て
い
た
ん
で
す
。そ
う
し
て
い
る
う
ち

に
映
画
や
テ
レ
ビ
、Ｃ
Ｍ
の
編
集
方
法
が
気
に
な
り

始
め
て
。「
レ
ポ
ー
タ
ー
が
歩
き
出
す
前
、な
ぜ
こ
の

﹇
間
﹈が
必
要
な
ん
だ
ろ
う
？
」と
か
。

村
側
　
何
歳
ご
ろ
の
こ
と
で
す
か
？

本
田
　
小
学
４
、５
年
生
ご
ろ
で
す
。そ
の
後
、同
志

社
香
里
中
高
で
６
年
間
過
ご
し
た
ん
で
す
け
ど
、卒

業
後
の
進
路
を
決
め
る
と
き
、映
像
系
の
大
学
の
進

学
も
考
え
ま
し
た
。で
も
同
志
社
の
こ
と
が
す
ご
く

好
き
に
な
っ
て
い
て
、こ
の
ま
ま
香
里
の
仲
間
と
一
緒

に
い
た
い
と
思
い
、同
志
社
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

映
像
づ
く
り
の
全
工
程
に
携
わ
れ
る

そ
れ
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
や
り
が
い

村
側
　
ど
う
い
う
こ
と
か
ら
、同
志
社
の
こ
と
が
好

き
に
な
っ
た
の
で
す
か
？

本
田
　
出
会
い
に
恵
ま
れ
た
こ
と
が
、同
志
社
が
好

き
に
な
っ
た
理
由
で
す
ね
。中
高
の
と
き
、人
と
違
う

こ
と
が
し
た
く
て
器
械
体
操
部
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
。あ
る
日
の
部
活
帰
り
、同
い
年
の
仲
間
に「
俺
は

将
来
、映
画
の
監
督
に
な
り
た
い
ね
ん
」と
打
ち
明
け

る
と「
俺
は
宇
宙
飛
行
士
に
な
り
た
い
」と
返
し
て
く

れ
ま
し
た
。同
志
社
香
里
で
夢
を
語
り
合
え
る
友
達

に
出
会
え
た
こ
と
は
、本
当
に
幸
せ
で
し
た
。大
学
進

学
後
も
、大
き
な
夢
を
持
つ
仲
間
と
た
く
さ
ん
出
会

え
、そ
の
後
の
人
生
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

村
側
　
そ
の
同
級
生
の
方
は
い
ま
は…

…

。

本
田
　
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
F
１
エ
ン
ジ
ン
の
研
究
開

発
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、今
年
あ
っ
た
日
本
人
宇
宙

飛
行
士
の
募
集
に
応
募
し
て
い
ま
し
た
よ
。

村
側
　
す
ご
い
で
す
ね
。い
ま
で
も
夢
を
追
い
続
け
て

い
る
ん
で
す
ね
。一
方
、本
田
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、

夢
だ
っ
た
映
像
関
係
の
仕
事
に
就
い
て
、M
B
S「
世

界
ウ
ル
ル
ン
滞
在
記
」の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
を
経
て
、

N
H
K「
奇
跡
の
レ
ッ
ス
ン
」で
国
際
的
な
賞
を
取
る

な
ど
活
躍
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、映
像
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
と
し
て
、ど
う
い
う
と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
か
？

本
田
　
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、企
画
立
案
か
ら
仕
上
げ
ま

で
、映
像
づ
く
り
の
全
工
程
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、「
自
分
の
番
組
を
つ
く
っ
て
い
る
」と
い
う
実
感
が
得

ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。や
り
が
い

が
あ
る
か
ら
続
け
て
い
ら
れ
る
と
い
う
か
、そ
れ
が
な
い

と
や
って
い
ら
れ
な
い
く
ら
い
辛
い
こ
と
も
多
い
で
す
。

村
側
　
ど
う
い
う
こ
と
が
辛
い
の
で
し
ょ
う
？

本
田
　
現
場
で
よ
い
撮
影
が
で
き
て
い
る
の
に
、よ

い
編
集
に
な
ら
な
い
と
き
が
一
番
き
つ
い
で
す
ね
。要

す
る
に
、僕
が
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
、感
動
し
て
い
る

こ
と
が
、編
集
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
い
と
き
。放
映
前
の
試
写
は
少
な
く
と
も
２
回
、

多
い
と
5
、6
回
し
ま
す
。そ
こ
で
、プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

に
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
場
面
を
カ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と

も
同
じ
よ
う
に
辛
い
で
す
。責
任
者
の
一
人
と
し
て
、

エ
ン
ド
ロ
ー
ル
に
名
前
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
さ
れ
る
の
で
、自

分
が
伝
え
る
べ
き
だ
と
信
じ
て
い
る
こ
と
を
う
ま
く

表
現
で
き
る
よ
う
、日
々
戦
っ
て
い
ま
す
。

撮
影
前
に
徹
底
的
に
下
調
べ

取
材
対
象
者
に
寄
り
添
う

村
側
　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
制
作
す
る
際
に
、常

に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
、注
意
さ
れ
て
い
る
点
は
何
で

す
か
？

本
田
　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と

自
体
、非
常
に
お
こ
が
ま
し
い
行
為
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。突
然
、他
人
の
心
に
土
足
で
入
り
込
ん
で「
あ

な
た
の
人
生
に
つ
い
て
話
し
て
く
だ
さ
い
」と
カ
メ
ラ

を
回
し
な
が
ら
聞
く
ん
で
す
か
ら
。そ
れ
に
編
集
作

業
で
は
、ひ
と
つ
の
カ
ッ
ト
の
置
き
場
所
を
変
え
る

と
、違
う
意
味
合
い
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。で
す
か

ら
、で
き
る
限
り
取
材
対
象
者
に
寄
り
添
う
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。撮
影
前
の
下
調
べ
は
徹
底
的
に

し
ま
す
し
、そ
の
人
が
本
当
に
伝
え
た
い
こ
と
は
何

か
、最
大
限
に
理
解
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。取
材
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
、「
こ
の
人
に
取
材
し
て
も
ら
っ

て
よ
か
っ
た
」と
少
し
で
も
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

番
組
作
り
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
ね
。

ド
キ
ュメ
ン
タ
リ
ー
と
は
何
か
？

そ
れ
を
一
生
問
い
続
け
て
い
く

　村
側
　
僕
は
同
志
社
大
学
で
、「
第
三
劇
場
」と
い

う
学
生
演
劇
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
て
、舞
台
芸

術
を
手
が
け
る
か
た
わ
ら
、役
者
と
し
て
舞
台
に
上

が
っ
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、本
田
さ
ん
と
似
た

よ
う
な
気
持
ち
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。た
と

え
ば
、原
爆
劇
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ

る
も
の
の
、被
爆
３
世
で
も
な
い
僕
が
脚
本
を
書
い

た
り
、演
出
し
た
り
し
て
よ
い
の
か
？
当
事
者
で
な

い
自
分
が
そ
れ
を
す
る
の
は
不
用
意
な
、お
こ
が
ま

し
い
こ
と
で
は
な
い
か
？
と
感
じ
た
り
し
ま
す
。当
事

者
性
に
ど
う
向
き
合
え
ば
よ
い
の
か
、ず
っ
と
考
え
て

い
て
も
、答
え
が
出
な
い
ま
ま
踏
み
切
れ
ず
に
い
ま

す
。

本
田
　
村
側
さ
ん
の
よ
う
に
、「
ど
う
し
た
ら
い
い
の

だ
ろ
う
」と
考
え
続
け
る
こ
と
が
、表
現
者
と
し
て
大

事
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。僕
も
、「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
と
は
何
か
」と
一
生
問
い
続
け
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

村
側
　
こ
れ
か
ら
先
も
ず
っ
と
映
像
の
仕
事
に
携

わ
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

本
田
　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
は
ず
っ
と
携
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
と
、子
ど
も
が
好
き

な
の
で
、何
か
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
を
、テ
レ
ビ
以

外
の
表
現
方
法
で
や
っ
て
み
た
い
気
持
ち
も
あ
り
ま

す
。村
側
さ
ん
は
、ど
う
いっ
た
進
路
を
目
指
さ
れ
て
い

ま
す
か
？

村
側
　
そ
れ
が
ま
っ
た
く
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
く
て

…
…

俳
優
養
成
所
に
入
っ
て
役
者
を
目
指
す
か
、舞

台
芸
術
の
方
に
い
く
か
、そ
れ
と
も
一
般
企
業
に
就

職
す
る
か
、迷
っ
て
い
ま
す
。

本
田
　
許
さ
れ
る
環
境
に
あ
る
な
ら
、好
き
な
道
を

進
ん
で
い
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
よ
。進
ん
だ
先
で

見
え
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。僕
だ
っ
て
、辛
く
て
編

集
室
で
泣
い
た
こ
と
も
あ
る
。た
だ
た
と
え
辛
く
て

も
、自
分
が
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
道
を
進
ん
で
い

れ
ば
、乗
り
越
え
て
い
け
る
と
僕
は
信
じ
て
い
ま
す

よ
。

村
側
　
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
す
。今
日
は
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文学部英文学科
4年次生
演劇サークル
「第三劇場」所属

高校時代、洋楽に親し
んだことをきっかけに
文学部英文学科に入
学。英語圏の現代演劇
に関心があり、アメリカ
文学について学んでい
る。大学入学後、演劇
活動を本格的に始め、
演劇サークル「第三劇
場」に所属。

Interviewer  村側 晃太郎さん
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2022年
7月
1日（
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【同志社人訪問】
映像ディレクター
本田 大さんに聞く

【特別対談】

これからの働き方を展望する
太田教授 × 桝助教

One Purpose
同志社よ、その名は一つの目的を意味する

小学生ラグビー
スクール「Kiwi’s 
ラグビークラブ」で
ディフェンスを振り
切る大島さん

M
y 

Pu
r
p
o
s
e

挑
戦
す
る
人

身長168cm、体重74kgと
ラグビー選手としては小柄
だが、「だからこそ出来る
仕事がラグビーにはある」と
個性を強みに、チームに貢
献する。高校時代は司令塔
として花園を沸かせた。

大島 泰真さん
スポーツ健康科学部

1年次生

おおしま　　 たいしん

　同
志
社
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
に
、

期
待
の
ル
ー
キ
ー
が
加
わ
っ
た
。
ポ

ジ
シ
ョン
は
ス
タ
ン
ド
オ
フ（
S
O
）、

戦
術
を
立
て
、
チ
ー
ム
を
動
か
す

司
令
塔
だ
。
ラ
グ
ビ
ー
を
始
め
た

の
は
小
学
2
年
生
の
時
。
父
に
連

れ
ら
れ
、
伯
父
が
主
宰
す
る
ラ
グ

ビ
ー
ス
ク
ー
ル
に
顔
を
出
し
て
い
る

と
、「
1
対
1
を
し
て
み
ろ
」
と
急

に
ボ
ー
ル
を
渡
さ
れ
た
。
そ
こ
で
大

島
さ
ん
は
、
小
学
5
年
生
の
相
手

か
ら
ト
ラ
イ
を
決
め
て
し
ま
う
。

「
う
ま
く
乗
せ
ら
れ
た
ん
で
し
ょ
う

ね
（
笑
）。
知
ら
な
い
間
に
ス
ク
ー

ル
生
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」。
以
来

ラ
グ
ビ
ー
に
打
ち
込
む
よ
う
に
な

り
、
中
学
校
で
も
目
立
っ
た
活
躍

を
し
た
大
島
さ
ん
は
、
ラ
グ
ビ
ー

強
豪
校
、
京
都
成
章
高
校
か
ら
ス

カ
ウ
ト
さ
れ
る
。
1
年
時
か
ら
レ

ギ
ュ
ラ
ー
を
張
り
、
在
籍
し
た
3

年
間
全
て
で
花
園
切
符
を
手
に
し

た
。
2
年
時
は
準
優
勝
、
キ
ャ
プ

重
要
な
の
は

伝
え
る
こ
と
よ
り

伝
わ
る
こ
と

キ
ャ
プ
テ
ン
経
験
が

自
分
を
変
え
た

Portraits
of challengers

テ
ン
と
し
て
迎
え
た
3
年
時
は
ベ
ス

ト
8
と
い
う
成
績
を
残
す
。
そ
ん

な
大
島
さ
ん
が
プ
レ
ー
す
る
上
で

心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
内
外
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

だ
。「
高
校
の
ラ
ス
ト
1
年
間
、キ
ャ

プ
テ
ン
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す

が
、
人
と
話
す
の
が
本
当
に
苦
手

で
。
で
も
自
分
は
キ
ャ
プ
テ
ン
で

S
O
。
い
く
ら
背
中
で
引
っ
張
る

と
言
っ
て
も
限
界
が
あ
り
ま
す
よ

ね
。
先
生（
恩
師
）か
ら
も
ず
っ
と
、

『
し
っ
か
り
伝
え
る
よ
う
に
』
と
言

わ
れ
、
そ
こ
は
意
識
し
て
改
善
に

努
め
て
き
ま
し
た
」。
大
島
さ
ん
が

そ
う
し
た
指
導
を
繰
り
返
し
受
け

た
の
は
、
話
す
の
が
苦
手
と
い
う

理
由
だ
け
で
は
な
い
。
小
学
生
の

頃
か
ら
B
S
・
C
S
放
送
で
海
外

ラ
グ
ビ
ー
を
観
て
研
究
し
て
き
た

大
島
さ
ん
は
、
ラ
グ
ビ
ー
に
関
す

る
知
識
量
が
ず
ば
抜
け
て
い
た
。

つ
ま
り
、大
島
さ
ん
が〝
当
た
り
前
〞

と
考
え
る
ベ
ー
ス
が
高
過
ぎ
て
、

伝
わ
り
づ
ら
い
状
況
に
あ
っ
た
の

だ
。「
重
要
な
の
は
、
伝
え
る
こ
と

よ
り
伝
わ
る
こ
と
。
ま
ず
は
ラ
グ

ビ
ー
を
観
て
く
れ
と
、
海
外
リ
ー

グ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
動
画
を
紹
介
し

インタビュー動画も
チェック

ま
し
た
。
そ
し
た
ら
観
て
く
れ
て
、

『
こ
の
プ
レ
ー
は
何
？
』『
こ
う
い
う

時
は
ど
う
す
る
の
？
』
と
か
、
い

ろ
い
ろ
質
問
す
る
人
も
出
て
き
て
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
る
う
ち
に
理

解
度
が
深
ま
り
、
ど
ん
ど
ん
伝
わ

る
よ
う
に
な
って
い
き
ま
し
た
」

　同
志
社
大
学
で
の
目
標
は
「
関

東
の
強
豪
校
に
勝
ち
た
い
」。
そ
う

話
す
大
島
さ
ん
か
ら
は
、
東
高
西

低
の
構
図
が
続
い
て
い
る
大
学
ラ

グ
ビ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た
い
と

い
う
気
概
が
う
か
が
え
る
。
高
校

時
代
、
自
分
を
変
え
、
チ
ー
ム
を

変
え
、
花
園
を
沸
か
せ
た
大
島
さ

ん
。
大
学
ラ
グ
ビ
ー
へ
の
挑
戦
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。
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